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総 務 建 設 常 任 委 員 会 記 録 

 

１．会議日時 

  平成３１年３月１２日（火）午前９時５８分 開会 

  平成２８年１１月１５日（）午後４時４０分 散会   

１．場所 

  ３０１会議室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 渡辺慎吾   副委員長 村上英明   委  員 野口 博 

  委  員 南野直司   委  員 三好義治   委  員 香川良平 

  委  員 松本暁彦 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のため出席した者 

  市 長 森山一正  副市長 奥村良夫 

市長公室長 山本和憲  総務部長 井口久和 

同部参事兼総務課長 松方和彦  同部参事兼固定資産税課長 中西利之 

防災管財課長 川西浩司  財政課長 谷内田修  情報政策課長 槙納 縁 

市民税課長 船寺順治  納税課長 早川 茂  工事検査室長 松波利彦 

建設部長 土井正治  同部参事兼都市計画課長 西川 聡 

同課参事 門田 晃  水みどり課長 竹下博和  建築課長 寺田満夫 

道路管理課長 井上斉之  道路交通課長 永田 享 

選挙管理委員会・監査委員・公平・固定資産評価審査委員会事務局長 豊田拓夫 

消防長 明原 修  消防本部次長兼消防署長 橋本雅昭 

消防本部参事兼総務課長 松田俊也  予防課長 納家浩二 

警備課長 木下正雄  同課参事 日野啓二 

警防第１課長 幸田英基  同課参事 大坪孝志 

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局長 藤井智哉 同局総括主査 香山叔彦 

 

１．審査案件（審査順） 

  議案第 １号 平成３１年度摂津市一般会計予算所管分 

  議案第１０号 平成３０年度摂津市一般会計補正予算（第８号）所管分 

議案第 ５号 平成３１年度摂津市財産区財産特別会計予算 
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議案第１４号 平成３０年度摂津市財産区財産特別会計補正予算（第１号） 

議案第１９号 摂津市災害対策基金条例制定の件 

議案第２３号 摂津市税条例等の一部を改正する条例制定の件 

議案第２４号 摂津市手数料条例及び摂津市火災予防条例の一部を改正する条例制 

定の件 

議案第２１号 摂津市議会議員及び摂津市長の選挙における選挙運動の公費負担に 

関する条例の一部を改正する条例制定の件 

議案第２２号 一般職の職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例制 

定の件 
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（午前９時５８分 開会） 

○渡辺慎吾委員長 ただいまから総務建

設常任委員会を開会します。 

 理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。 

 本会議に引き続いての総務建設常任委

員会をお持ちいただき、大変ありがとうご

ざいます。 

 本日は過日の本会議で当委員会に付託

されました平成３１年度摂津市一般会計

予算ほか８件の案件についてご審査を賜

りますが、何とぞ慎重審査の上、ご可決い

ただきますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

 一旦退席させていただきます。 

○渡辺慎吾委員長 挨拶が終わりました。 

 本日の委員会記録署名委員は、松本委員

を指名します。 

 審査の順序につきましては、お手元に配

付しております案のとおり行うことに異

議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渡辺慎吾委員長 異議なしと認め、その

ように決定します。 

 暫時休憩いたします。 

（午前１０時   休憩） 

（午前１０時１分 再開） 

○渡辺慎吾委員長 再開します。 

 議案第１号所管分及び議案第１０号所

管分の審査を行います。 

 本２件について、補足説明を求めます。 

 井口総務部長。 

○井口総務部長 おはようございます。 

 それでは、補足説明をさせていただきま

す。 

 まず、議案第１号、平成３１年度摂津市

一般会計予算のうち総務部所管分につき

まして、目を追って主なものを補足説明さ

せていただきます。 

 まず、歳入でございますが、２０ページ、

款１市税、項１市民税、目１個人は、前年

度に比べ７，６５０万円の増額でございま

す。 

 目２法人は、前年度に比べ１億９，４５

０万円の増額でございます。 

 項２固定資産税、目１固定資産税は、前

年度に比べ２，０００万円の増額でござい

ます。 

 目２固有資産等所在市町村交付金及び

納付金は、前年度と同額でございます。 

 項３軽自動車税、目１軽自動車税は、前

年度に比べ３９０万円の増額でございま

す。 

 目２環境性能割は、税制改正により環境

性能割が導入されるもので、目を新設して

いるため、４２０万円の皆増でございます。 

 ２２ページ、項４市たばこ税は、前年度

に比べ１，０００万円の増額でございます。 

 項５都市計画税は、前年度に比べ１，４

００万円の増額でございます。 

 款２地方譲与税、項１地方揮発油譲与税

は、前年度に比べ１００万円の減額でござ

います。 

 項２自動車重量譲与税は、前年度と同額

でございます。 

 ２４ページ、項３森林環境譲与税は、２

０２４年度から課税される森林環境税に

先立ち、平成３１年度から森林環境譲与税

が譲与されるもので、項を新設しているた

め、３２０万円の皆増でございます。 

 款３利子割交付金は、前年度に比べ４０

０万円の減額でございます。 

 款４配当割交付金は、前年度に比べ１，

６００万円の減額でございます。 

 款５株式等譲渡所得割交付金は、前年度
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に比べ８００万円の減額でございます。 

 ２６ページ、款６地方消費税交付金は、

前年度に比べ３，８００万円の減額でござ

います。 

 款７ゴルフ場利用税交付金は、前年度に

比べ１０万円の減額でございます。 

 款８自動車取得税交付金は、前年度に比

べ３，９００万円の減額でございます。    

 款９環境性能割交付金は、税制改正によ

り環境性能割が導入されることに伴い、交

付されるもので、款を新設しているため、

１，８００万円の皆増でございます。 

 ２８ページ、款１０地方特例交付金は、

前年度に比べ３００万円の増額でござい

ます。 

 款１１地方交付税は、前年度と同額でご

ざいます。 

 款１２交通安全対策特別交付金は、前年

度と同額でございます。 

 ３０ページ、款１４使用料及び手数料、

項１使用料、目１総務使用料は、庁舎施設

等使用料でございます。 

 ３２ページ、目５土木使用料は、市営住

宅使用料及び市営住宅用地使用料でござ

います。 

 項２手数料、目１総務手数料は、税務諸

証明手数料、税務督促手数料、審査請求提

出書類写し等交付手数料、及び審査請求主

張書面写し等交付手数料でございます。 

 ３６ページ、款１５国庫支出金、項２国

庫補助金、目１総務費国庫補助金は、番号

制度システム整備費補助金でございます。 

 ４０ページ、目５土木費国庫補助金は、

一津屋第２団地外壁等改修工事のための

社会資本整備総合交付金でございます。 

 項３委託金、目１総務費委託金は、基幹

統計調査委託金及び統計調査員確保対策

事業委託金でございます。 

 ４６ページ、款１６府支出金、項２府補

助金、目７消防費府補助金は、災害対策事

業補助金でございます。 

 ４８ページ、項３委託金、目１総務費委

託金は、府税徴収事務委託金でございます。 

 ５０ページ、款１７財産収入、項１財産

運用収入、目１財産貸付収入は、土地貸付

収入でございます。 

 目２利子及び配当金は、各種基金利子で

ございます。 

 項２財産売払収入は、土地売払収入でご

ざいます。 

 款１８寄附金は、一般寄附金でございま

す。 

 ５２ページ、款１９繰入金、項１特別会

計繰入金、目１財産区財産特別会計繰入金

は、財産区財産特別会計からの繰入金で、

前年度に比べ３０万円の増額でございま

す。 

 項２基金繰入金、目１財政調整基金繰入

金は、前年度に比べ４億１，２０２万６，

０００円の減額でございます。 

 目２公共施設整備基金繰入金は、前年度

に比べ１億３，２２３万２，０００円の増

額でございます。 

 目６減債基金繰入金は、前年度に比べ４

５２万５，０００円の増額でございます。 

 款２０諸収入、項１延滞金、加算金及び

過料、目１延滞金は、前年度に比べ３４０

万円の減額でございます。 

 ５４ページ、項３貸付金元利収入、目３

家屋被害復旧資金貸付金元金収入は、前年

度に比べ１８万２，０００円の減額でござ

います。 

 項４雑入、目１滞納処分費は、前年度に

比べ８万４，０００円の減額でございます。 

 目２雑入は、市町村振興協会交付金など

でございます。 
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 ６０ページ、款２１市債は、前年度に比

べ４億１，７４０万円の増額でございます。

本年度発行予定の市債の内訳といたしま

して、目１総務債は庁舎西別館解体等事業

債、システム新規構築事業債、青少年運動

広場改修事業債及び旧味舌小学校跡地体

育館建設事業債、目２民生債は、民間保育

所施設整備補助事業債、目３衛生債は、葬

儀会館空調設備等更新事業債、目４土木債

は、橋梁長寿命化修繕事業債、阪急連続立

体交差事業債及び一津屋第２団地外壁等

改修事業債、目５消防債は、千里丘出張所

耐震改修事業債及び第二分団屯所建設事

業債、目６減収補てん債は、借換債でござ

います。 

 借入限度額及び借入方法等につきまし

ては、９ページの第３表、地方債に記載の

とおりでございます。 

 続きまして、歳出でございますが、６６

ページ、款２総務費、項１総務管理費、目

１一般管理費は、７０ページまでの記載の

とおり、内部事務に係る経費などでござい

ます。 

 目２文書広報費は、文書の郵送や印刷等

の経費などでございます。 

 目４財産管理費は、庁舎や集会所に係る

維持管理経費などでございます。 

 ７６ページ、目９電子計算費は、庁内の

電子計算処理経費でございます。 

 ８４ページ、目１７諸費は、地区集会所

補修費補助金でございます。 

 ８６ページ、目１８財政調整基金費から

目２１土地開発基金費までは、それぞれの

基金利子を積み立てるものでございます。 

 項２徴税費、目１税務総務費、及び８８

ページ、目２賦課徴収費は、税務事務に係

る経費でございます。 

 ９８ページ、項５統計調査費、目１統計

調査総務費は、統計調査に係る経費でござ

います。 

 目２基幹統計調査費は、各種基幹統計調

査に係る経費でございます。 

 続きまして、１５６ページ、款７土木費、

項５住宅費、目１住宅管理費は、市営住宅

管理に係る経費でございます。 

 次に、１６４ページ、款８消防費、項１

消防費、目４災害対策費は、防災活動に係

る経費などでございます。 

 次に、１９６ページ、款１０公債費、項

１公債費、目１元金は、前年度に比べ４億

５，０８６万９，０００円の減額でござい

ます。 

 目２利子は、前年度に比べ３，３７２万

７，０００円の減額でございます。 

 款１１予備費は、前年度に比べ１，００

０万円の増額でございます。 

 以上、平成３１年度摂津市一般会計予算

の補足説明とさせていただきます。 

 続きまして、議案第１０号、平成３０年

度摂津市一般会計補正予算（第８号）のう

ち、総務部所管につきまして補足説明をさ

せていただきます。 

 まず、７ページから９ページ、第３表地

方債の補正をごらんください。 

 追加といたしまして、国の補正予算に伴

い、小・中学校空調設備整備事業及び小・

中学校トイレ改修事業につきまして、新た

に起債の同意が見込まれるものでござい

ます。 

 変更につきましては、システム新規構築

事業及び消防本部車両整備事業に係る起

債の限度額を変更するものでございます。 

 次に、歳入でございますが、１４ページ、

款１市税、項１市民税、目１個人及び目２

法人につきましては、景気の回復基調を反

映し、２億７，０００万円増額しておりま
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す。 

 １６ページ、款１４国庫支出金、項３委

託金、目１総務費委託金につきましては、

基幹統計調査委託金及び統計調査員確保

対策事業委託金を１４２万５，０００円減

額しております。 

 款１５府支出金、項３委託金、目３消防

費委託金につきましては、大阪北部地震に

係る事務費委託金の交付決定により、２５

７万６，０００円増額しております。 

 １８ページ、款１６財産収入、項１財産

運用収入、目２利子及び配当金につきまし

ては、公共施設整備基金などの、基金の運

用利子が確定したことにより、１万６，０

００円増額しております。 

 款１７寄附金、項１寄附金、目１寄附金

につきましては、一般寄附金を７１９万３，

０００円増額しております。 

 款１８繰入金、項１特別会計繰入金、目

１財産区財産特別会計繰入金につきまし

ては、財産区財産特別会計における収入増

に伴い、１６万５，０００円増額しており

ます。 

 項２基金繰入金、目６減債基金繰入金に

つきましては、土地開発基金へ財源調整と

して１０億円増額しております。 

 ２０ページ、款１９諸収入、項４雑入、

目１滞納処分費につきましては、３７万５，

０００円減額しております。 

 款２０市債、項１市債、目５教育債、小・

中学校空調設備整備事業債及び小・中学校

トイレ改修事業債は、国の補正予算に伴い、

新たに起債の同意が見込まれるものでご

ざいます。 

 その他の項目につきましては、事業費の

確定に伴い、起債発行額を減額変更してお

ります。 

 続きまして、歳出でございますが、２２

ページ、款２総務費、項１総務管理費、目

１一般管理費、２４ページ、目９電子計算

費につきましては、決算見込みにより減額

するものでございます。 

 ２６ページ、目１８財政調整基金費につ

きましては、今回補正財源を調整するため、

歳入歳出の差額を積み立てるものでござ

います。 

 目１９公共施設整備基金費及び目２０

減債基金費につきましては、基金の運用利

子が確定したことにより、増額するもので

ございます。 

 目２１土地開発基金費につきましては、

利子相当分の増額のほか、阪急京都線連続

立体交差事業及び千里丘三島線道路改良

事業の本格化に伴い、円滑な用地取得のた

め増額するものでございます。 

 ２８ページ、項２徴税費、目１税務総務

費及び目２賦課徴収費につきましては、決

算見込みにより減額するものでございま

す。 

 ３０ページ、項５統計調査費、目１統計

調査総務費及び目２基幹統計調査費につ

きましては、決算見込みにより減額するも

のでございます。 

 ４８ページ、款７土木費、項５住宅費、

目１住宅管理費につきましては、決算見込

みにより減額するものでございます。 

 ５０ページ、款８消防費、項１消防費、

目４災害対策費につきましては、東日本大

震災に係る水道料金減免に伴う水道事業

会計繰出金の増額を除いて、決算見込みに

より減額するものでございます。 

 ５８ページ、款１０公債費、項１公債費、

目１元金及び目２利子につきましては、決

算見込みにより減額するものでございま

す。 

 以上、議案第１０号、平成３０年度摂津
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市一般会計補正予算（第８号）の補足説明

とさせていただきます。 

○渡辺慎吾委員長 土井建設部長。 

○土井建設部長 議案第１号、平成３１年

度摂津市一般会計歳入歳出予算のうち、建

設部にかかわります項目につきまして、目

を追ってその主なものについて補足説明

をさせていただきます。 

 まず、予算書の３２ページをお開きくだ

さい。 

 款１４使用料及び手数料、項１使用料、

目４農林水産業使用料は、法定外水路占用

料でございます。 

 目５土木使用料は、道路占用料などでご

ざいます。 

 項２手数料、目１総務手数料は、下から

３行目、道路管理課所管の諸証明手数料で

ございます。 

 次に、３４ページ、目３農林水産業手数

料は、水路敷地境界明示手数料などでござ

います。 

 目４土木手数料のうち主なものは、道路

敷地境界等明示手数料及び開発許可等手

数料などでございます。 

 次に、３８ページ、款１５国庫支出金、

項２国庫補助金、目５土木費国庫補助金は、

道路橋梁に係る社会資本整備総合交付金

及び建築物の耐震及びブロック塀等の撤

去に係る補助金などでございます。 

 次に、４６ページ、款１６府支出金、項

２府補助金、目６土木費府補助金は、耐震

改修、地籍調査及び権限移譲に係る補助金

などでございます。 

 次に、４８ページ、項３委託金、目２土

木費委託金のうち主なものは、河川環境整

備工事委託金などでございます。 

 次に、５０ページ、款１７財産収入、項

１財産運用収入、目１財産貸付収入は、上

から２行目、道路交通課所管の土地貸付収

入でございます。 

 次に、５２ページ、款１９繰入金、項２

基金繰入金、目５緑化基金繰入金は、緑化

推進事業への緑化基金繰入金でございま

す。 

 次に、５８ページ、款２０諸収入、項４

雑入、目２雑入のうち主なものは、建築課

所管の建築確認申請者負担金及び道路交

通課所管の自転車自動車駐車場指定管理

者納付金などでございます。 

 続きまして、歳出でございますが、１３

８ページ、款５農林水産業費につきまして

は、予算概要の７６ページもあわせてご参

照願います。 

 項１農業費、目４農業水路費のうち主な

ものは、節１９負担金、補助及び交付金の

神安土地改良区負担金などでございます。 

 次に、１４２ページ、款７土木費につき

ましては、予算概要の８０ページから９４

ページもあわせてご参照願います。 

 項１土木管理費、目１土木総務費のうち

主なものは、１４４ページ、節１３委託料

の土木維持作業業務委託料などでござい

ます。 

 目２交通対策費のうち主なものは、節１

３委託料の公共施設巡回バス運行管理業

務委託料、節１４使用料及び賃借料の土地

借上料、節１９負担金、補助及び交付金の

市内循環バス運行補助金などでございま

す。 

 次に、１４６ページ、項２道路橋りょう

費、目１道路橋りょう総務費のうち主なも

のは、節１３委託料の千里丘駅前広場管理

委託料などでございます。 

 目２道路維持費のうち主なものは、節１

３委託料の市内環境維持業務委託料及び

節１５工事請負費の道路維持工事などで
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ございます。 

 次に、１４８ページ、目３交通安全対策

費のうち主なものは、節１３委託料の道路

等詳細測量設計委託料及び節２２補償、補

填及び賠償金の移転補償費などでござい

ます。 

 次に、１５０ページ、項３水路費、目１

排水路費のうち主なものは、節１３委託料

のポンプ場施設等維持管理業務委託料、節

１９負担金、補助及び交付金の番田水門内

水対策負担金などでございます。 

 次に、１５２ページ、項４都市計画費、

目１都市計画総務費のうち主なものは、節

１３委託料の地形図修正図化委託料及び

節１９負担金、補助及び交付金の、多世代

同居・近居支援補助金などでございます。 

 目２街路事業費のうち主なものは、節８

報償費の都市景観事業における報償金な

どでございます。 

 次に、１５４ページ、目３緑化推進費の

うち主なものは、節１６原材料費の肥料、

樹木等の購入費などでございます。 

 目４公園管理費のうち主なものは、節１

１需用費の大正川河川敷公園遊歩道など

の修繕料、節１３委託料の公園管理委託料

及び１５６ページ、節１５工事請負費の公

園維持工事費などでございます。 

 次に、１６４ページ、款８消防費につき

ましては、予算概要の１００ページから１

０２ページもあわせてご参照願います。 

 項１消防費、目３水防費のうち主なもの

は、節１９負担金、補助及び交付金の淀川

右岸水防事務組合負担金及び安威川ダム

水特法１２条負担金などでございます。 

 次に、１６６ページ、目４災害対策費の

うち主なものは、節１９負担金、補助及び

交付金の被災住宅修繕支援金などでござ

います。 

 以上、平成３１年度摂津市一般会計予算

のうち建設部の所管いたします予算内容

の補足説明とさせていただきます。 

 続きまして、議案第１０号、平成３０年

度摂津市一般会計補正予算（第８号）のう

ち、建設部にかかわります項目につきまし

て、目を追ってその主なものについて補足

説明をさせていただきます。 

 まず、６ページ、第２表の繰越明許費の

うち、上から２行目、款８消防費、項１消

防費、大阪北部地震等災害対策事業は、被

災住宅修繕支援金について平成３０年度

に工事前に申請を受け付けたものについ

て、工事完了後の支払いとなるため、繰越

明許するものでございます。 

 次に、歳入でございますが、１４ページ、

款１４国庫支出金、項２国庫補助金、目４

土木費国庫補助金は、国からの補助金の確

定に伴い減額するものでございます。 

 次に、１６ページ、款１５府支出金、項

２府補助金、目６土木費府補助金は、補助

金の確定に伴い増額するものでございま

す。 

 次に、歳出でございますが、４０ページ、

款５農林水産業費、項１農業費、目４農業

水路費は、委託料が確定したことなどに伴

い減額するものでございます。 

 次に、４４ページ、款７土木費、項１土

木管理費、目１土木総務費は、委託料が確

定したことなどに伴い減額するものでご

ざいます。 

 目２交通対策費は、工事請負費が確定し

たことなどに伴い、減額するものでござい

ます。 

 項２道路橋りょう費、目２道路維持費は、

助成金の年度末見込みなどにより減額す

るものでございます。 

 次に、４６ページ、目３交通安全対策費
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は、委託料が確定したことなどに伴い減額

するものでございます。 

 項３水路費、目１排水路費は、委託料が

確定したことなどに伴い減額するもので

ございます。 

 次に、４８ページ、項４都市計画費、目

１都市計画総務費は、補助金が確定したこ

となどに伴い減額するものでございます。 

 目２街路事業費は、事務執行に係る経費

の精算などにより減額するものでござい

ます。 

 目４公園管理費は、委託料が確定したこ

となどに伴い減額するものでございます。 

 次に、５０ページ、款８消防費、項１消

防費、目３水防費は、負担金の確定に伴い

減額するものでございます。 

 以上、平成３０年度一般会計補正予算

（第８号）のうち、建設部が所管いたしま

す予算内容の補足説明とさせていただき

ます。 

○渡辺慎吾委員長 明原消防長。 

○明原消防長 議案第１号、平成３１年度

摂津市一般会計予算のうち、消防本部に係

る事項につきまして、目を追ってその主な

ものについて補足説明をさせていただき

ます。 

 まず、歳入でございますが、予算書３４

ページ、款１４使用料及び手数料、項２手

数料、目５消防手数料は、危険物設置許可

等及び検査手数料、保安三法設置許可等及

び検査手数料などでございます。 

 ４６ページ、款１６府支出金、項２府補

助金、目７消防費府補助金は、大阪航空消

防運営費補助金及び権限移譲交付金など

でございます。 

 ５８ページ、款２０諸収入、項４雑入、

目２雑入は、消防団員退職報償費及び近畿

道救急業務実施市町村交付金などでござ

います。 

 次に、歳出でございますが、予算書１５

８ページ、款８消防費、項１消防費、目１

常備消防費は９億６，１８６万７，０００

円で、前年度と比較して５．５％、５，０

６４万円の増額となっております。 

 旅費は職員研修派遣に係る普通旅費な

どでございます。 

 １６０ページ、需用費は、消防車両、消

防庁舎の修繕等、施設の維持管理経費など

でございます。 

 役務費は、通信運搬費及び消防活動用高

圧ボンベの法定検査手数料などでござい

ます。 

 委託料は、消防庁舎設備等の保守管理委

託及び千里丘出張所庁舎耐震改修工事の

実施設計及び工事監理委託が主なもので

ございます。 

 １６２ページ、工事請負費は、千里丘出

張所の耐震改修工事請負費でございます。 

 備品購入費は、自主防災組織用、軽可搬

消防ポンプの更新に係る機械器具費、デジ

タル携帯無線機購入に係る消防器具費で

ございます。 

 負担金、補助及び交付金は、大阪航空消

防運営費負担金のほか、指令センター共同

運用に係る負担金などでございます。 

 目２非常備消防費は５，９３５万８，０

００円で、前年度と比較して３３．７％、

１，４９７万３，０００円の増額となって

おります。 

 報酬は、消防団員に支払う消防団員報酬

でございます。 

 報償費は、退職消防団員の報償金等でご

ざいます。 

 旅費は、火災、訓練等の費用弁償でござ

います。 

 需用費は、消防団車両等の維持管理経費
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のほか、被服等の購入経費などでございま

す。 

 １６４ページ、委託料は、第二分団屯所

建設に伴う工事監理委託のほか、第三分団

屯所の解体工事実施設計委託料などでご

ざいます。 

 工事請負費は、第二分団屯所の建設工事

請負費でございます。 

 負担金、補助及び交付金は、消防分団へ

の施設整備費補助金のほか、消防団員等公

務災害補償等共済基金の掛金などでござ

います。 

 以上、議案第１号、平成３１年度摂津市

一般会計予算のうち消防本部所管分の補

足説明とさせていただきます。 

 次に、議案第１０号、平成３０年度摂津

市一般会計補正予算（第８号）のうち、消

防本部に係る事項につきまして、その主な

ものについて補足説明をさせていただき

ます。 

 歳出でございますが、補正予算書５０ペ

ージ、款８消防費、項１消防費、目１常備

消防費で、委託料は千里丘出張所耐震診断

委託に係る執行差金、備品購入費は、車両

の購入に係る執行差金、備品購入費は車両

の購入に係る執行差金などを減額するも

のでございます。 

 目２非常備消防費で、需用費は編み上げ

防火長靴の購入に伴う執行差金、使用料及

び賃借料は、自動車借り上げ料の執行差金

を減額するものでございます。 

 以上、議案第１０号、平成３０年度摂津

市一般会計補正予算（第８号）のうち、消

防本部所管分の補足説明とさせていただ

きます。 

○渡辺慎吾委員長 説明が終わり、質疑に

入ります。 

 香川委員。 

○香川良平委員 おはようございます。 

 それでは質問させていただきます。 

 まず、質問番号１番、一般会計予算書の

２８ページ、地方交付税についてお聞きし

ます。 

 平成３１年度の当初予算では、２億１，

０００万円が予算計上されていますが、そ

の内容は特別交付税のみとなっており、普

通交付税の文字は見当たりません。摂津市

は平成２９年度に交付団体となりました

が、平成３０年度は普通交付税が交付され

ることになり、補正で普通交付税を計上し

ました。平成３０年度に交付団体になった

状況を考えますと、平成３１年度も交付団

体になることが想定されるのではないか

と考えるんですが、普通交付税の予算計上

についての考え方に関して、お聞かせくだ

さい。 

 次に、質問番号２番、一般会計予算書の

５０ページ、不動産売払収入についてお聞

きします。 

 まず、どこの土地を売る予定なのか教え

てください。 

 また、予算が平成３０年度予算と同額と

なっているんですが、この理由についても

教えていただけますか。 

 次に、質問番号３番、予算概要１８ペー

ジ、庁舎管理事業の中の庁舎西別館解体等

工事についてお聞きします。 

 西別館が解体されるとのことですが、西

別館は皆さんご存じのとおり、２階建ての

プレハブ小屋の建物でございまして、そこ

を解体するのに約３，６４９万円は少々か

かり過ぎではないのかなと思うのですが、

まずお聞きしたいのが、西別館の建物の構

造について詳しく教えていただけますか。 

 次に、質問番号４番、予算概要２２ペー

ジ、情報化推進事業のシステム構築委託料
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についてお聞きします。 

 今年度もシステム構築に３億２，０００

万円ほどかけております。庁舎内のパソコ

ンを約１，０００台買いかえました。それ

で、またすぐ平成３１年度にもシステム構

築に２億１，１００万円ほど要るというの

は、何か大規模なシステムの変更があるん

ですかね。詳しい内容をお伺いします。 

 続きまして、質問番号５番、予算概要８

６ページ、橋梁長寿命化修繕事業の橋梁長

寿命化計画策定業務負担金１，０００万円

についてお聞きします。 

 まずは詳しい中身について、お伺いいた

します。 

 続きまして、質問番号６番、同じく予算

概要８６ページの千里丘三島線（東側）道

路改良事業についてお聞きします。 

 平成３１年度も用地測量費や移転補償

費が予算計上されております。この事業が

着々と進んでいると思うのですが、まずは

平成３１年度の事業の予定を教えていた

だけますか。 

 続きまして、質問番号７番、予算概要１

０２ページ、防災対策事業の被災者生活再

建支援補助金６，０００万円についてお伺

いします。 

 昨年起きました平成３０年７月豪雨及

び台風２１号による被害を受けた方に対

する補助金だと聞いておりますが、まずは

この中身についてお伺いいたします。 

 続きまして、質問番号８番、同じく予算

概要１０２ページ、防災対策事業の防災士

取得費用助成金についてお伺いします。 

 こちらは代表質問でも出ておりました

が、改めましてまずこの中身についてお伺

いいたします。 

 続きまして、質問番号９番、予算概要１

９７ページの、平成３１年度当初予算市税

調定額徴収率見込表の個人市民税と軽自

動車税についてお伺いいたします。 

 まず、個人市民税徴収率９４．８％と、

軽自動車税徴収率９０．８％の根拠につい

てお伺いいたします。 

 以上９点、よろしくお願いします。 

○渡辺慎吾委員長 谷内田課長。 

○谷内田財政課長 それでは、予算書２８

ページの普通交付税についてお答えいた

します。 

 まず、普通交付税は標準的な行政サービ

ス実施に係る経費として、基準財政需要額

を算定し、また標準的なあるべき一般財源

として基準財政収入額、それぞれを算定し、

基準財政需要額が基準財政収入額を上回

った場合、財源不足が生じているというこ

とで、これを基準として普通交付税が交付

されるものでございます。平成３０年度に

つきましては、約１億円の財源不足となっ

たことから、普通交付税が交付されました。 

 しかしながら、平成３１年度につきまし

ては、市税収入の増加が見込まれまして、

当初予算におきましても市民税につきま

しては、個人、法人合わせまして前年度比

２億７，１００万円の増額としておりまし

て、平成３１年度の交付税の算定において

は、基準財政収入額の増額が見込まれると

ころです。これを考慮いたしまして、平成

３１年度の当初予算においては普通交付

税の計上を見送ったものでございます。 

 しかしながら、毎年度普通交付税の算定

の際には基準財政需要額における各種補

正係数等さまざまな変更が行われまして、

その結果交付となることも考えられると

ころでございます。その際は、補正予算で

計上し、お示ししていきたいと考えており

ます。 

 以上です。 
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○渡辺慎吾委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 では、香川委員の質

問番号２番でございます。不動産売払収入

についてご説明いたします。 

 この不動産売払収入なんですけれども、

具体的には２か所ございまして、千里丘３

丁目にございますちびっこ広場、面積が約

３１０平米でございます。それと旧別府公

民館の跡地でございます。これが面積的に

は６５４平米、この２か所を売却するもの

でございます。 

 また、平成３０年度の予算と同額という

お問いなんですけれども、そもそもこの２

か所の土地なんですけれども、本来ならば

本年度、平成３０年度に売却を予定してお

りました。しかしながら、所管でございま

す保健福祉課と生涯学習課のほうが近隣

地との境界確定等で若干思ったより時間

がかかりまして、本年度中に売却して収入

を得ることがスケジュール的に難しいと

判断いたしまして、平成３１年度の収入で

改めて同額を予算計上させていただいて

いるものでございます。 

 続きまして、質問番号３番です。西別館

の構造等というご質問でございます。 

 この西別館なんですけども、昭和６２年

に使用を開始したものでございまして、も

う今３０年以上が経過しております。これ

までに会議室や国際交流協会等で使用し

ておりましたが、お問いの構造躯体、軽量

鉄骨２階建てなんですけれども、この躯体

も一部腐敗が進んでおりまして、このまま

では倒壊のおそれありということでござ

います。 

 そこで、本年度解体の実施設計をいたし

まして、来年度の解体に向け、来年度はい

よいよ解体工事の費用を計上させていた

だいているものでございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 槙納課長。 

○槙納情報政策課長 質問番号４番、シス

テム構築委託料についてご説明をさせて

いただきます。 

 システム構築委託料につきましては、シ

ステムの新規構築や再構築を行うための

予算を計上させていただいております。委

員がご指摘のとおり、大規模なシステム更

新を予定しております。 

 平成３１年度におきましては、基幹シス

テムである税・国保等の業務に使用してい

る住民情報システムの更新を行うことと

しております。パッケージシステムである

ＷｉｚＬＩＦＥ、つまりソフトウエアは継

続使用いたします。ハード機器であります

サーバー等の更新を行うものであります。 

 なお、サーバーにつきましては、クラウ

ド化へ移行したいと考えております。 

○渡辺慎吾委員長 井上課長。 

○井上道路管理課長 それでは、質問番号

５番の橋梁長寿命化計画策定業務の内容

についてお答えいたします。 

 現在、本市の認定道路における管理橋梁

は１７３橋ございます。全国的に橋梁の老

朽化が進む中で、橋梁修繕で社会資本整備

総合交付金を受けるに当たりまして、計画

策定が前提であることが示されたことか

ら、平成２４年度に主要３９橋の橋梁長寿

命化修繕計画を策定し、橋梁修繕を実施し

てまいりました。平成２６年度には、省令、

告知によりまして全ての橋梁に５年ごと

の定期点検が義務づけられましたことか

ら、平成２６年度から平成３０年度にかけ

て、全橋梁の１巡目の定期点検を実施して

おり、この結果に基づいての橋梁修繕も現

在実施しております。 

 全橋梁の定期点検が義務づけられまし
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たことにより、主要３９橋以外にも橋梁修

繕を行う必要性が生じておりますので、平

成３１年度にはこの交付金を受ける前提

といたしまして、この１巡目の定期点検の

結果をもとに、全１７３橋の橋梁長寿命化

修繕計画の見直し、策定を行うものでござ

います。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは、香川委員

の千里丘三島線（東側）道路改良事業の平

成３１年度の事業予定についてお答えさ

せていただきます。 

 まず、予算書の中の移転補償費７，２０

１万８，０００円につきましては、千里丘

駅南交差点、そこの角地の居酒屋店や弁当

店などが複数入居するマンションへの借

家人への移転補償費の予算を計上してお

ります。これまで土地建物所有者や各借家

人と交渉してまいりまして、平成３１年度

は建物内に入居する借家人の方々と契約

を結んでまいりたいと考えております。 

 用地測量委託料として、１５６万３，０

００円計上させていただいております。こ

れにつきましては、引き続き事業用地の今

度は阪急京都線の踏切側へ進んでいきま

して、木造の長屋の家屋に対しての対象敷

地の用地測量を実施してまいりたいと考

えております。 

 続きまして、手数料として１，０１２万

１，０００円、この予算をもちまして、今

申し上げました４軒長屋の家屋に対しま

して、建物の補償の算定及び土地の鑑定を

行いまして、交渉に当たる資料として業務

を進めてまいりたいと考えております。 

 また、平成３０年度、今年度ですね、移

転補償算定をしております不動産屋が入

居している建物等の家屋、借家人との交渉

も進め、用地の取得に向けて努力してまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 香川委員の質問番

号７番のご質問にお答えいたします。 

 被災者生活再建支援補助金についてで

ございます。この内容なんですけれども、

これは昨年７月の豪雨、それから台風２１

号の被害で被災されました世帯に対しま

して、早期の生活再建に資するものとして、

大阪府と摂津市の共同で支援金を支給す

るものでございます。 

 対象と支給額でございますが、家屋が半

壊以上の被害を受けており、かつその半壊

以上の被害を受けた家屋を完全に取り壊

された場合、１世帯当たり１００万円でご

ざいます。さらにその方が新しい家を建て

た、または購入された場合は、プラス２０

０万円を上乗せして支給するものでござ

います。 

 続きまして、質問番号８番のご質問でご

ざいます。 

 防災士取得の支援制度でございます。昨

年いろいろ震災、台風等の経験がございま

した。市民の皆様の防災意識、非常に高ま

っておりまして、明らかに市民の皆さん、

災害を自分のこととして捉える意識が芽

生え始めたのではないかと考えておりま

す。この機会を捉えまして、市全体の防災

力アップに結びつけたいということで、市

民の皆様に防災に関する知識や技能を身

につけていただきまして、防災の備え、万

が一のときには、地域で率先して共助に動

いていただく、また自助ですね、いろいろ

お手伝いしていただきたい、そういう思い

を込めまして、防災士取得の補助を企画し

たものでございます。 
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 具体的には、資格取得、個人で取る場合

は防災士の資格を取るのは６万９２０円

かかるんですけれども、それの約半額の３

万円を公費で補助させていただく予定で

ございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 早川課長。 

○早川納税課長 それでは、質問番号９番

のご質問にお答えします。 

 個人住民税と軽自動車税の徴収率の算

定根拠でございますが、平成２８年度、平

成２９年度の決算と平成３０年度の決算

見込みで組ませていただいております。平

成２８年度の個人住民税の徴収率が９４．

３３％、平成２９年度が９４．８３％、平

成３０年度の予定が９４．８％、そこから

今回の徴収率を出させていただいており

ます。 

 また、軽自動車税でございますが、こち

らのほうにつきましては平成２８年度が

９２．０２％、平成２９年度が９１．９８％、

平成３０年度の見込みが９１．４％、こち

らの数字のほうから今回の数字のほうを

出させていただいております。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 香川委員。 

○香川良平委員 それでは、２回目の質問

をさせていただきます。 

 普通交付税については理解をいたしま

した。単純に普通交付税に関してはちょっ

と読みにくいのかなというようなイメー

ジで、貴重な財源ですので、一般、当初予

算で組む場合に関しても慎重に査定して

いただきますよう、よろしくお願いいたし

ます。 

 続きまして、質問番号２番、不動産売払

収入でございます。千里丘のちびっこ広場

と旧別府公民館跡地ということです。当初、

平成３０年度に売却の予定だったという

答弁いただいたのですが、この境界確定等

がまだ済んでないという答弁もいただい

たのですが、平成３１年度中には売却がで

きる見通しであるのか、その辺の観点から

ご答弁いただけますか。 

 次に、質問番号３番、西別館は詳細につ

いてご答弁いただいたのですが、昭和６０

年築で３０年以上たっているということ

で、軽量鉄骨造で、この建坪、延べ床面積

などはどれぐらいあるのか、ちょっと教え

ていただけますか。 

 次が質問番号４番、システム構築費でご

ざいます。システムのサーバーをクラウド

化するというのは、ちょっと最後のほうし

か聞き取れなかったんですが、サーバーを

クラウド化する、まずね、このシステムの

サーバーというのは、今は庁舎内にあると

思うんですが、クラウド化するということ

は、サーバー自体をもう外部に持っていく

というような考え方で合っているんです

かね。ちょっとその辺のこと、答弁いただ

けますか。 

 次が質問番号５番の、橋梁長寿命化修繕

事業でございますが、本市に１７３か所の

橋があるということで、長寿命化の計画策

定も今されているというご答弁でした。本

市の１７３か所ある橋の長寿命化修繕が

全て終わるのは大体いつごろを予定して

いるのか、教えていただけますかね。 

 次に、質問番号６番、千里丘三島線（東

側）道路改良事業についてでございます。 

 まず、この道路改良事業なんですが、ま

だ話ができてないところ等々いろいろあ

ると思うんですが、これのまず考え方とし

て、測量や土地鑑定なんかは全てにおいて

終わっているのか終わっていないのか、ま

た話がまとまってからまず土地鑑定や測
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量をするのかという、その考え方をまず教

えていただきたいなと思います。 

 次に、防災対策事業の被災者生活再建支

援補助金でございます。 

 これ、台風２１号による被害を受けた方

に対して、解体に１００万円、建てかえに

２００万円の補助金を出すということで

すが、まずお聞きしたいのが、市内に半壊

した建物がまずどれぐらいあるのか、市と

して把握しているのか、お聞かせいただき

たいと思います。 

 続きまして、質問番号８番、防災士取得

費用助成金でございます。 

 費用の、資格を取るのに約６万円かかる

ということで、費用の半額を補助するとい

うことで理解いたしました。予算の満額の

申請がございますと、約１００名の防災士

が誕生することになります。防災対策の観

点から、摂津市内に一体何名の防災士が必

要であるのか、市としてどう考えているの

か、お聞かせください。 

 続きまして、質問番号９番でございます。 

 個人市民税徴収率と軽自動車税の徴収

率の根拠については、ご答弁いただきまし

た。ちょっとね、本市の個人市民税と軽自

動車税の徴収率が、私は個人的には低いの

かなと思うんですが、これが高いのか低い

のか、ちょっと判断しかねるので、参考ま

でに近隣他市の徴収率がどうなっている

のか、わかる範囲で教えていただきたいの

ですが、よろしくお願いいたします。 

 ２回目、以上でございます。よろしくお

願いします。 

○渡辺慎吾委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 では、２回目のご質

問にお答えいたします。 

 まず、質問番号２番でございます。土地

売払収入ということで、スケジュール的な

ところをお問いだったと思うんですけれ

ども、全て千里丘ちびっこ広場も、それか

ら旧別府公民館跡地のほうも境界確定は

もう今の時点で完了しておりまして、その

他例えば隣地からの雨水の流入であった

り、下水管の配管でありましたり、全て課

題は解決しております。今、それぞれの所

管課から防災管財課のほうへの移管の書

類の手続ですね、これを今やっている最中

で、平成３１年度の早い段階で売却手続に

入れると考えております。 

 続きまして、質問番号３番の西別館の延

べ床面積ということなんですけれども、延

べ床面積は５８３平米でございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 槙納課長。 

○槙納情報政策課長 質問番号４番に関

しまして、ご説明させていただきます。 

 現在、庁舎内に構築し、運用管理してい

る住民情報システムを外部の堅牢なデー

タセンターにサーバーを設置し、システム

を構築し、通信回線によりシステムを利用

する方式に変更させていただくものとな

っております。クラウド化することにより

まして、台風などの自然災害や停電対策な

ど、セキュリティーの強化も図れるもので

あると考えております。 

○渡辺慎吾委員長 井上課長。 

○井上道路管理課長 それでは、２回目の

ご質問の橋梁長寿命化修繕の完了時期に

ついてのご質問にお答えいたします。 

 橋梁長寿命化修繕計画につきましては、

橋梁が耐用年数を迎える前に、部材ごとの

修繕を行う予防保全を目的とした計画で

ございます。例えばですね、コンクリート

橋は５０年が耐用年数になりますが、本市

のような既成市街地においては橋をかけ

かえるということは現実的ではございま
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せん。部材ごとのメンテナンス、修繕を行

うことで、耐用年数を７０年、８０年と延

ばすことが本計画の目的となっておりま

す。 

 したがいまして、橋梁長寿命化修繕は、

計画の中で事業費の平準化を図りながら、

またその都度計画の見直しも出てくるか

と思いますが、将来にわたり継続して実施

してまいる内容のものでございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは、香川委員

の２回目の質問にお答えさせていただき

ます。 

 用地取得に向けての考え方につきまし

てでございますが、まず先方の交渉相手方

と話をする上では、まず宅地、隣地の確定

をしなければいけません。そのためには隣

接地の方々の筆界の確認等々を入れて、面

積の確定が必要になってきます。その中で、

本市のほうで幅員を拡幅する事業用地で

すね、その面積の確定もあわせてさせてい

ただきます。それに基づいて、土地の鑑定

を行いまして、面積、事業用地、提供して

いただく用地の金額、それと今度は建物で

すね、建物の再建築費の算定を専門の委託

業者に発注して算定していきます。 

 交渉をする上では、金額というのがやっ

ぱりどうしても話の交渉内容になってき

ますので、まずは複数の建物、土地につい

て、前年度でそのあたりを算定して、それ

に基づいて金額をまた予算化して、翌年度

に交渉に当たっていくというような考え

方で、今進めておりまして、事業用地も延

長が約１６５メートルありまして、複数あ

りますので、一遍に全てをやっていくとい

うのはなかなか、職員の数からして困難な

ところでありますし、事業予算の平準化も

考えて、年度を分けて一つずつさせていた

だいているような形でさせていただいて

おります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 では、香川委員の質

問番号７番に、２回目お答えいたします。 

 まず、生活再建の支援金、対象になる半

壊の棟数ということなんですけれども、台

風２１号での半壊被害は、棟数といたしま

して１８棟ございます。ただ、この支援金

なんですけれども、家屋の所有者に対する

支援金ではございません。入居されている

方も対象になりますので、この１８棟のう

ち、借家もございます。その借家に入って

おられた方も対象になりますので、１８棟

の中に住まわれていた世帯の数になって

きますので、実際は１８棟よりも若干ふえ

ると見込んでおります。 

 続きまして、防災士、何名ほどというお

問いでございました。市内では、地震の避

難所は、公的避難所２８か所ございます。

それに大体１０名程度の防災士の方が防

災サポーターとしてついていただければ

と、お手伝いいただければと考えますので、

大体約３００名弱の防災士がお願いでき

たらと考えています。これを３年かけて養

成したいと考えておりますので、１年で１

００名という形で予算要求させていただ

いております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 早川課長。 

○早川納税課長 それでは、２回目のご質

問にお答えさせていただきます。 

 近隣の状況ということでございますが、

軽自動車税の徴収率でございますが、まず、

高槻が９７．１％、次が池田市が９４．７％、

箕面市が９２．１％、茨木市と摂津市が９
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２％、吹田市のほうが９０．８％、豊中市

が８６．８％という状況でございます。 

 個人住民税につきましては、資料がござ

いませんので、市税徴収率の近隣の状況と

いう形でご説明のほうをさせていただき

ます。 

 こちらも北摂７市のほうですが、平成２

９年度決算を見てみますと、高槻市が９９．

１％、吹田市が９７．９％、次が摂津市で

９７．６％、茨木市が９６．８％、豊中市、

池田市、箕面市が９６．６％となっており

ます。大阪府下では、３３番中１３番目と

なっております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 香川委員。 

○香川良平委員 ありがとうございます。 

 それでは、３回目の質問をさせていただ

きます。 

 土地売払収入でございます。ご答弁いた

だきまして、おおむね理解いたしました。

平成３１年度中に売却する見込みだとい

うことで、よろしくお願いいたします。 

 西別館でございます。建物の詳細につい

ての答弁で、５８３平米の延べ床面積があ

るという答弁でございました。ちょっと私、

個人的に坪計算のほうが話しやすいので、

５８３平米は約１７６坪、延べ床面積でで

すね。 

 単純計算で解体費用の３，６４９万円に

対して１７６坪で計算すると、解体費で坪

単価が２０万円強かかってくるというこ

とになるんです。この２０万円強というの

は、一般の解体工事の相場とかなりかけ離

れているんです。変な話、同じもんが建っ

てしまうんじゃないか、建てられるぐらい

の感じなんですね。 

 これ、あくまでも予算ですので、これか

ら入札が行われるということで、実際の価

格はもっと低くなるんかなというイメー

ジなんですけど、ちょっとここでお聞きし

たいのが、解体工事費に予算として３，６

４９万円の予算を組んだ経緯について、ど

ういうふうな計算をしているのかなとい

うのがちょっと気になるので、そこのとこ

ろをちょっと教えていただけますか。 

 次に、システム構築費でございます。ご

答弁いただいて、サーバーが外部のほうに

持っていくということで、いろいろ何かト

ラブルがあったときに、摂津市役所まで来

ていただかなくても、そのサーバーの業者

がこっちに来てもらうことがなくて、いろ

いろ費用対効果としてもあるのかなとい

う、ちょっとふんわりとしたイメージでは

理解しているんですが。災害対策の観点か

らも、そういうことがいいということなん

ですがね。 

 このシステム構築費、サーバーを外部に

持っていくのに２億１，１００万円が要る

というような考え方で、まず合っているん

ですかね、ちょっとその確認の意味で、ご

答弁いただけますか。 

 それと、橋梁長寿命化修繕事業でござい

ますが、おおむね内容は理解いたしました。

引き続きよろしくお願いいたします。 

 次に、千里丘三島線（東側）道路改良事

業についてでございます。こちらに関して

も、内容がよくわかりました。引き続きよ

ろしくお願いいたします。 

 次に、被災者生活再建支援補助金でござ

いますが、半壊された建物が１８棟あると

いうことで、建物が１８棟で、入居者がも

っと数がいるということなんですが、これ、

ちょっと根本的なことを確認でお伺いし

たいんですが、建物の所有者が住んでいた

ら、もちろん多分出ると思うんですが、建

物の所有者がいて、一軒家だったとします。
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所有者がもちろん修繕とか解体、建てかえ

とすると思うんですが、そこに住んでなか

ったとして、空き家やったとします。そう

いう場合っていうのは、この補助金がもら

えるのか、もらえないのか。ちょっとそこ

の部分、確認でお答えいただけますか。 

 続きまして、防災士取得費用助成金につ

いて、市として３００名の防災士が必要で

あるというふうな考えを持っているとい

うことがわかりました。こちらに関しては、

約３００名の方が防災士の資格を取れる

ようによろしくお願いいたします。 

 続きまして、徴収率でございます。近隣

他市の徴収率、個人市民税と軽自動車税の

徴収率、教えていただきまして、摂津市の

徴収率が特別に悪いわけではないという

ことがわかったんですが、しかしながら、

この二つの徴収率は、もっと高目に設定す

る必要があるのではないかなと私は考え

るんですが。 

 個人市民税に関しては、徴収率が９４％

で設定しております。これ、最初から、当

初予算でこれ組んどって、２億３，８４０

万円が滞納するという想定のもとで予算

がこれ組まれているわけなんですけれど

ね。滞納にならないための対策が問われる

とは思うんですけれども、滞納予防策の一

つである口座振替の推進も大きな効果が

生まれると思うんですが、本市で個人市民

税と軽自動車税の口座振替の状況につい

て、どんな感じなのか、ちょっとお聞かせ

いただけますか。 

 以上で３回目終わります。 

○渡辺慎吾委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 香川委員の３回目

のご質問にご答弁いたします。 

 まず、西別館の解体費用が高いのではな

いかというお問いなんですけれども、これ、

申し上げましたとおり、軽量鉄骨２階建て

の建物の解体工事となります。また、解体

工事だけではなくて、そこの下に埋まって

いる基礎を完全撤去いたしましたり、今、

西別館というのは、市役所の庁舎本館と１

階、２階部分でくっついています。その渡

り廊下の部分の撤去であったり、本館のと

ころ、もう渡り廊下をなくして、通行どめ

みたいな形で本館の部分の養生工事も含

みます。そのあたりが入った解体費用等の

工事でございます。 

 また、国土交通省の示した単価に基づい

た積算でございますので、我々といたしま

しては、適正な要求額であったと考えてお

ります。 

○渡辺慎吾委員長 槙納課長。 

○槙納情報政策課長 そうしましたら、３

回目のご質問にお答えいたします。 

 システム構築委託料につきましては、先

ほどご説明させていただきました機関シ

ステムのサーバーのクラウド化、基幹シス

テムの更新に伴いまして、基幹連携システ

ムの再構築、住基ネットの機器更改及びバ

ックアップデータの現在週次しておりま

すものを日次に変更する費用を計上させ

ていただいております。 

 また、基幹システムのサーバーのクラウ

ド化の中身といたしましては、システム構

築作業費用、及び機器、サーバー等の費用、

及びリカバリー機器費用、業務パッケージ

費用、これらのトータルの費用となるもの

でございます。 

○渡辺慎吾委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 では、再建支援の適

用要件なんですけれども、まず、この住宅

被害の再建支援なんですが、要件といたし

ましては、半壊の住宅を持たれている方の

所有者に対するお金ではございません。半
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壊の建物に住んでおられたという居所の

事実に基づいたお見舞金的な要素が強い

お金でございます。 

 したがいまして、要件といたしましては、

摂津市の場合でしたら、台風２１号、その

直撃した日に、住民票を置いていた、しか

も半壊した建物に住んでいた、住民票を置

いていたというところが押さえどころ。そ

の半壊の建物に住んでいた方が、その借家

をもう住めないんで取り壊した、またこれ

から取り壊すでも構わないです。というと

ころに住んでおられたら、１世帯につき１

００万円をお見舞いとして、摂津市と大阪

府が共同してお渡ししますという制度で

ございます。 

 したがいまして、空き家については、居

所の事実がないということなので、たとえ

半壊になっても、台風２１号直撃当時、空

き家ならば、お渡しすることはできないと

いうことになります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 船寺課長。 

○船寺市民税課長 市民税の徴収率に関

係いたしまして、口座振替の加入状況につ

いてご説明させていただきます。 

 個人市民税につきましては、平成２９年

度は普通徴収の対象者の方が１万４０３

名中２，９５３人で、口座振替の加入率に

つきましては、２８．４％になっておりま

す。 

 固定資産税、都市計画税につきましては、

対象者２万８，５５４人中５，０３９人で、

１７．６％の加入率になっております。 

 軽自動車税につきましては、本年度から

口座振替を実施させていただきまして、当

初の徴収にかかわりましては、５名の方が

口座振替で納付されております。 

 個人市民税の普通徴収につきましては、

本年度は１４名少なくなっておりますが、

これにつきましては特別徴収の義務化が

始まった関係で減ったものと考えており

ます。 

 固定資産税、都市計画税につきましては、

平成２９年度に比べて１９３名の方が口

座振替に変更されておりますので、増えて

おります。 

○渡辺慎吾委員長 香川委員。 

○香川良平委員 ありがとうございます。 

 それでは、西別館でございます。西別館

の予算を組んだ経緯についてのご答弁を

いただきました。おおむね理解いたしまし

た。 

 この西別館、解体後の跡地活用に関して

は、民間に活用してもらう方向で考えてい

るということですが、解体はしたけれども、

まだ活用方法が決まっていないというこ

とがないように、しっかりと前に進めてい

ただきますよう、よろしくお願いいたしま

す。要望として、この質問は終わります。 

 システム構築委託料でございますが、お

おむね理解はいたしました。よろしくお願

いします。 

 続きまして、被災者生活再建支援補助金

でございますが、補助金の対象者の説明を

いただきました。こちらに関してもおおむ

ね理解はいたしました。 

 徴収率だけちょっと最後に。徴収率の個

人市民税、軽自動車税の口座振替率に関し

てご答弁いただきまして、もっともっと徴

収率を上げるためには、やっぱり口座振替

等の推進、やっぱり続けて、もっともっと

口座振替率を上げるべきかなと思うんで、

今後、キャッシュレス化の時代ですので、

クレジットカード払いや電子マネー払い

など、さまざまな税の納め方についても、

ちょっと一度検討していただきたいなと
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思います。 

 以上で質問を終わります。ありがとうご

ざいます。 

○渡辺慎吾委員長 ほかにございますか。 

 松本委員。 

○松本暁彦委員 おはようございます。 

 それでは、質問をさせていただきます。 

 まず、１番目、予算概要の３ページのと

ころですけれども、予算全体について、平

成３１年度は前年に比べ約１０億円の増

加となっていますが、改めて平成３１年度

の予算の概要で特筆する事項等について

お聞かせください。 

 ２番目、課税事務事業について、予算概

要３２ページ、市民税課、昨年より５００

万円の増額となっていますが、その内容に

ついてお聞かせください。 

 同じく予算概要３２ページ、３番目、固

定資産税課、課税事務事業について、昨年

より２，０００万円以上の増額となってい

ますが、その内容についてお聞かせくださ

い。 

 続きまして、４番目の庁舎西別館解体等

工事、予算概要１８ページ、これについて

は、会派の質問でもお聞きしております、

香川委員の質問にもありましたけれども、

解体のスケジュールについて、どのような

ものかお聞かせください。 

 続きまして、５番目、予算概要１６ペー

ジ、市立集会所管理事業についてですけれ

ども、この修繕費についてですが、昨年の

地震や台風被害での修繕は終わったので

しょうか。その状況も含めて、この事業に

ついてお聞かせください。 

 続きまして、６番目、予算概要１２ペー

ジの防災管財課の人件費ですけれども、こ

の人件費について、防災管財課の防災管理

係及び管財係は何名か、そしてそれぞれの

役割について、具体的にお聞かせください。 

 続いて、７番目、予算概要１００ページ、

自主防災組織支援事業について、この支援

事業の内容についてお聞かせください。 

 続きまして、８番目、予算概要１０２ペ

ージ、防災資機材及び備蓄用品整備事業に

ついてですけれども、代表質問でも多く取

り上げられていましたが、この事業につい

て、どのようなものか、そもそも、これ、

事業は何を根拠に実施をされているのか、

あわせてお聞かせください。 

 続きまして、９番目、予算概要１０２ペ

ージ、防災演習事業、この事業については

どのような取り組みなのか、詳細をお聞か

せください。 

 続きまして、１０番目、予算概要１０２

ページ、被災者生活再建支援補助金、これ

は先ほどの香川委員が詳細に確認をされ

たので、私はもうこれは要望のみでさせて

いただきます。 

 ぜひ、災害から立ち上がれないような方

が出ないように、しっかりとターゲットを

絞って、適切に対応するように要望いたし

ます。 

 続きまして、１１番目、予算概要１０２

ページ、防災士取得費用助成金についてで

すけれども、こちら代表質問でも取り上げ

て、先ほどの香川委員の質問でもありまし

たので、助成金の詳細については省略をい

たしまして、この事業と防災サポーター制

度との関係については、どのようにお考え

でしょうか。 

 というのは、東日本大震災の被災地であ

る岩手県宮古市では、共助の強化として、

自治会の防災担当者にターゲットを絞っ

て、防災士取得の全額補助を行っておりま

す。 

 また、宮城県仙台市では、仙台地域防災
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リーダー制度という、防災士ではない市オ

リジナルの防災能力付与による共助強化

策を行っています。この仙台市が防災士取

得補助をあえてしない理由というのは、地

域の実情に合った人材育成、地域の共助の

核としての人材育成を目的として、地域で

活躍してもらうための人に能力付与を市

独自で行ったわけであります。 

 それぞれに共通しているのは、いずれか

一つの制度ということであります。私が懸

念することは、この防災士取得費用助成金

と、市独自の防災サポーターとの組み合わ

せは制度を複雑化させ、当初の共助強化の

目的を十分に満たさないことが予想され

るということです。 

 さきの自主防災訓練でその話題が出ま

したけれども、やはり一部では自己負担が

約３万円でも高いという声が聞かれまし

た。そういう方は無料の防災サポーター制

度のほうを選ぶでしょう。 

 つまりは、有料の防災士出資の防災サポ

ーターと無料の市制度出資の防災サポー

ターとの確執などが起きないように配慮

をしなければなりません。 

 ささいなことかもしれませんが、せっか

くされる新規事業であり、予想される問題

に対しては、少しでも取り除く必要がある

かと思います。 

 そのためには、あくまでも防災サポータ

ーを第一義として防災サポーター能力向

上に防災士取得の補助金がもらえるとい

うような付随的な扱いというのも考えら

れますけれども、実際どのようにお考えな

のかお聞かせください。 

 続きまして、１２番目、これについては、

主要事業一覧６ページ、職員用の携帯版・

災害対応初動マニュアルについてですけ

れども、この事業はどのようなものか、そ

の目的をお聞かせください。 

 続きまして、１３番目、同じく主要事業

一覧６ページの（仮称）せっつ防災サミッ

ト、こちらについても改めてどのようなも

のか、市はどのような部署が参加をするの

かお聞かせください。 

 続きまして、１４番目、予算概要２２ペ

ージ、システム構築委託料については、こ

れはもう香川委員が詳細についてお聞き

をしましたので、これは要望にさせていた

だきます。 

 クラウド化をされるというところで、ぜ

ひともこれを近隣市とも連携をして、より

かかる費用というのを削減するという手

法も考えられるかと思います。そういった

ところもクラウド化によってデータ化、つ

まりデータサーバーを一元化する、各近隣

市と連携した情報システムの費用削減と

いうのも研究されることを要望いたしま

す。 

 続きまして、１５番目、予算概要３８ペ

ージ、統計調査管理事業についてですけれ

ども、これは最近、厚生労働省における統

計調査問題で大きく話題となっておりま

す。このことにより、本市への影響につい

てどうなのか、お聞かせください。 

 続きまして、１６番目、予算概要８２ペ

ージ、交通安全推進事業について、交通安

全対策工事の詳細についてお聞かせくだ

さい。 

 続きまして、１７番目、予算概要８４ペ

ージ、市内循環バス運行補助事業について

ですけれども、この事業の概要についてお

聞かせください。 

 続きまして、１８番目、予算概要、同じ

く８６ページ、千里丘三島線（東側）道路

改良事業について、こちらも香川委員が詳

細にお聞きしましたね。要望だけさせてい
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ただきます。 

 会派としても、安全・安心のまちづくり

においての交通安全対策等は必須である

と考えております。この千里丘三島線（東

側）道路改良事業がスムーズに円滑に実施

されることを、引き続き取り組みを要望い

たします。 

 続きまして、１９番目、同じく予算概要

８６ページ、新規である正雀三島線外１路

線道路改良事業について、この概要につい

てお聞かせください。 

 続きまして、２０番目、予算概要８４ペ

ージ、道路維持事業、こちらの道路維持事

業の内容についてお聞かせください。 

 次に、予算概要８６ページの街路灯修繕

事業についてですけれども、この事業内容

についてお聞かせください。 

 続きまして、２２番目、予算概要８８ペ

ージ、排水路ポンプ場管理事業についてで

すけれども、こちら排水路ポンプ場管理事

業の備考欄、ポンプ場等の数が昨年と違っ

ていることについてお聞かせください。 

 続いて、２３番目、同じく８９ページで、

排水路ポンプ場管理事業の電気設備等調

査設計業務委託料について、この委託料と

いうのは新規と思いますけれども、この事

業内容についてお聞かせください。 

 続いて、２４番目、予算概要９２ページ、

花壇等の維持管理充実事業についてです

が、この事業での修繕料の内容についてお

聞かせください。 

 続きまして、２５番目、予算概要９２ペ

ージ、緑化推進連絡会補助事業、この緑化

推進連絡会の取り組みについてお聞かせ

ください。 

 続きまして、２６番目、予算概要９２ペ

ージ、公園遊具補修事業についてですが、

会派として、健康のまちづくりを実現する

ために、公園への健康器具の設置について

提案させていただいておりますが、この修

繕料にそのような取り組みが盛り込まれ

ているのかお聞かせください。 

 続いて、２７番目、予算概要９０ページ、

特定空家対策事務事業について、こちら計

画策定ができて、今後の進展についてどの

ように進めるのかお聞かせください。 

 続いて、２８番目、同じく予算概要９０

ページの、多世帯同居・近居支援事業につ

いてというところで、代表質問でも会派と

して進めるものであり、この事業について

お聞きしましたけれども、改めてこの事業

の詳細についてお聞かせください。 

 続いて、２９番目、予算概要９０ページ、

震災対策推進事業についてというところ

で、昨年度に引き続いてされるということ

ですけれども、それは市民ニーズがあると

理解をしております。実際に、現在までの

実績は、耐震改修の傾向について、どのよ

うな状況かお聞かせください。 

 続いて、３０番目、予算概要８８ページ、

一般事務事業、地形図修正図化委託料につ

いてですけれども、この事業の概要につい

てお聞かせください。 

 続いて、３１番目、予算概要９６ページ、

千里丘出張所耐震改修工事のこの事業に

ついて、内容についてお聞かせください。 

 続きまして、３２番目、予算概要９８ペ

ージ、指令・通信事業と、昨年より増額し

ている指令センター共同運用等負担金及

び車両出動計画変更委託料について詳細

をお聞かせください。 

 続いて、３３番目、予算概要９８ページ

の災害応援等活動事業のところで、この事

業での消耗品等の概要についてお聞かせ

ください。 

 続いて、３４番目、予算概要の１００ペ
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ージ、第二分団屯所建設工事、この事業で

の建てかえをされるということで、この概

要についてお聞かせください。 

 続いて、３５番目、最後です。予算概要

の１００ページ、消防団活動事業というと

ころで、次年度における消防団の状況と、

これまでの活動等について、改めてお聞か

せください。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 谷内田課長。 

○谷内田財政課長 それでは、１番目、当

初予算の特徴というところでございます

けれども、平成３１年度一般会計の当初予

算額につきましては、３４８億２，７００

万円となっております。借換債を除く予算

額といたしましては、３４６億４，７２０

万円となっており、これに合わせまして、

今回補正予算で計上させていただいてお

ります学校のエアコン、トイレ、これらに

つきましては、全額明許繰越させていただ

き、平成３１年度に事業を実施するもので

すので、この補正予算の額５億２，４００

万円を合わせますと、実質的な当初予算額

といたしましては、３５１億７，１００万

円と、かなり大きな予算額になっているも

のと捉えております。 

 歳出予算の中身を見ていきますと、やは

り扶助費が前年度から約５億３，０００万

円の増額となっており、扶助費については、

５年連続で３％を超える伸びとなってい

るというところが、懸念されるところでご

ざいます。 

 それ以外の費目でいいますと、普通建設

事業費が青少年広場の改修工事、それから

阪急京都線連続立体交差事業、それと葬儀

会館の空調設備の更新工事、そういったも

ので、前年度から比べますと、約４億６，

０００万円の増になっております。 

 そのほか、補助費で国の施策と合わせま

して、商品券の発行事業、それから先ほど

からもお話がございます被災住宅の支援

金でありますとか、生活再建支援の補助金、

こういったものがございまして、補助費が

前年度比で約５億６，０００万円の増にな

っていると。こういったところが大きな特

徴になっていると考えております。 

 それに加えまして、やはり昨年の地震、

台風、それらを踏まえまして、今回、当初

予算でそういった防災関連、災害関連で１

億５，０００万円の歳出予算を計上してい

るというところがやはり大きな特徴にな

っていると考えております。 

 一方で、歳入では、先ほど申し上げまし

た予算の規模としては多額になっており

ますけれども、一方では、財源不足を補う

ための基金からの繰入金、これにつきまし

ては、前年度から約２億７，０００万円減

少させ、２０億円台の繰入金にとどめたと

いうところで、平成３１年度に対応してい

かなければいけない課題と、将来的な大規

模事業に備えた財源の確保、こういったも

のが両立できたと考えております。 

 このほか、収入の面でいいますと、消費

税の増税がことし１０月に予定されてお

りますけれども、それに合わせまして、さ

まざまな税制改正、それからいろいろな制

度改正がございます。そういった新しい予

算科目を計上させていただくとともに、そ

ういった税制改正等の影響が今年度では

なく、翌年度以降にそういった影響が出て

くる、こういったところを注意しておかな

ければいけないと考えております。 

 そういったところで、平成３１年度の当

初予算としては、やはり今後の扶助費の増、

それから大規模事業への対応、そういった

ところの状況を見ながら、ハード面、それ
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からソフト面、両方に目を配った予算にな

ったのではないかと考えているところで

ございます。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 船寺課長。 

○船寺市民税課長 ２番目の質問、予算概

要３２ページ、市民税課にかかわります課

税事務事業の増額の内容についてご説明

申し上げます。 

 増額の理由につきまして、主な原因は、

住民税データパンチ委託料と納税通知書

等印刷及び封入封緘委託料の増が原因で

ございます。 

 住民税データパンチ委託料につきまし

ては、昨年度から１８４万４，０００円増

の４１４万４，０００円となっております。

その理由といたしましては、人件費の高騰

やマイナンバー等の特別プライバシーに

ついて配慮を要する情報の増加、また、デ

ータパンチを行う業者が減少している状

況等から、委託料を引き上げざるを得ない

状況になったものでございます。 

 また、納税通知書等印刷及び封入封緘委

託料につきましては、昨年度から６０６万

６，０００円増の８８６万６，０００円と

なっております。その理由といたしまして

は、封入封緘業務のうち、情報政策課にお

いて予算計上をお願いしていたものを、平

成３１年度より市民税課において予算計

上することになったことが原因でござい

ます。 

○渡辺慎吾委員長 中西部参事。 

○中西総務部参事 それでは、固定資産税

課に係ります課税事務事業の増額につい

てお答え申し上げます。 

 課税事務事業の増額の主な理由としま

しては、２点ございます。１点目が手数料、

もう２点目が委託料という形になってお

ります。 

 まず、１点目の手数料ですけれども、こ

の手数料につきましては、土地評価の鑑定

手数料として執行いたしますが、評価替え

が３年ごとの作業となりますことから、各

年度で執行する業務の内容、予算額等が異

なってまいります。 

 平成３１年度は次回２０２１年度の評

価替え作業が始まりますので、その評価替

え作業の主たる業務といたしまして、標準

宅地の鑑定業務や既設路線の状況調査、見

直しなどを行う路線価付設業務が新たに

加わります。そのため、前年度に比べまし

て、１，７６０万７，０００円増の２，０

００万３，０００円の予算を計上しており

ます。 

 なお、路線価付設業務の契約につきまし

ては、次回の評価替えに向けまして、この

平成３１年度に３年契約の入札を行う予

定をしております。 

 次に、２点目の納税通知書等印刷及び封

入封緘手数料でございます。こちらの当該

予算につきましては、先ほど市民税課長の

ほうからの答弁と同様に、従前、情報政策

課のほうで一括管理していたものを、平成

３１年度からは固定資産税課で執行する

ということになったものでございます。 

 当該業務につきましては、新年度賦課に

向けましての業務でありまして、２月から

納税通知書の作成ですとかチラシの作成

等の業務を開始いたします。そして支払い

は４月の後半から５月の前半にかけて予

算執行を行うというものでございます。 

 平成３０年度予算のときに、平成３１年

度執行分としまして、債務負担行為を市民

税課とともに、１，４９３万円計上してお

りまして、平成３０年度中に市民税課と合

同で入札を行いまして、そのうち固定資産
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税課分の入札額１７９万９，０００円を平

成３１年度予算に計上したものでござい

ます。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 では、松本委員の４

番目のご質問、西別館の取り壊しスケジュ

ールというところでございます。 

 まず、今後の予定なんですけれども、今、

会議室で使用しておりますけれども、３月

末日で会議室の貸し出し使用はもう停止

いたします。その後、新年度になりまして、

中の備品の片づけであったり書類の片づ

けを経まして、それと並行いたしまして、

解体業者を入札によりまして決定してま

いります。５月末ごろまでには工事業者を

決定させていただきまして、解体の工期と

いたしましては、６月から１０月末までの

工期で取り壊しを実施させていただく予

定でございます。 

 続きまして、５番目、市立集会所の修繕

費に関してでございます。昨年の震災や台

風被害を受けました集会所の修繕なんで

すけれども、必要な部分の修繕はおおむね

終了しております。また、一部まだ今修理

をしている集会所もございますけれども、

今年度末までにはこれらの修理は完了す

る予定でございます。 

 このため、予算要求額といたしましては、

例年どおりの６００万円を計上させてい

ただいているところでございます。 

 続きまして、６番目、防災管財課にかか

わります人件費、２係何人ずつというとこ

ろなんですけれども、防災管財課は管財係

と防災管理係の１課２係ございます。正規

職員なんですけれども、課長を含めまして

１１名でございます。 

 係のそれぞれの職員数なんですけれど

も、課長を除きまして、管財係としては、

課長代理を含めて６名、防災管理係は４名

でございます。 

 主な仕事というお問いだったんですけ

れども、職務分担といたしましては、管財

係は市庁舎でありましたり市立集会所、市

営住宅を始めとしました市有財産の適正

管理、また、防災管理係のほうは、災害対

策の総合調整でありましたり自然災害へ

の対応、市全体の防災力のアップに向けた

市民啓発などを担っております。 

 続きまして、７番目でございます。自主

防災訓練ということでございます。この事

業の内容なんですけれども、自助、共助、

公助、このうち特に市民の皆様、地域の皆

様に担っていただきたい共助の部分、それ

をそれぞれ地域で担っていただいており

ます自主防災組織、この組織の皆様のご活

動を支援するという事業でございます。 

 具体的には、市内で１２地区ございます

自主防災会が中心となりまして、秋から冬

にかけまして自主防災訓練を実施されて

います。これらを支援させていただくのが、

この事業内容の具体的なところでござい

ます。 

 続きまして、８番目の防災資機材の備蓄

関係のご質問でございます。 

 この防災資機材の備蓄なんですけれど

も、これはもう文字どおり目的は災害に備

えまして食料品でありましたり避難所運

営に必要なものを、あらかじめ用意してお

くということでございます。 

 この根拠はというお問いだったんです

けれども、根拠はいろいろありますけれど、

一番大きなところでは、大阪府が示されて

おります大規模災害時における救援物資

に関する今後の備蓄方針、これに基づいて

備蓄量を決定いたしまして、備蓄を進めて
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おります。 

 来年の備蓄につきましては、通常の食料

品、飲料水の保存期限切れに伴う買いかえ

に加えまして、震災の検証結果を踏まえま

して、避難所での停電対策ということで、

発電機やランタン、それから市民配付用の

ブルーシート、このあたりを追加で進める

予定でございます。 

 続きまして、９番目の摂津市の総合防災

演習でございます。 

 この中身につきましては、大規模地震や

水害によりまして、本市に災害が発生した

という前提で、摂津市だけではなくて、警

察であったり大阪府、国、またいろいろな

ライフライン会社と連携いたしまして、い

ち早く初動態勢に移る、初動体制を実施す

る、これらを訓練する。それとまた、市民

の方にも参加いただいて、防災意識を高め

ていこう、こういう訓練でございます。 

 平成３１年度なんですけれども、例年ど

おり９月で実施したいと考えております。

また、中身につきましては、ちょっと今ま

で若干セレモニー的な部分も多かったと

いうお声もいただいております。今まだ検

討中でございますが、実務的なところも加

味した上での訓練にできればというふう

に、今計画を検討している段階でございま

す。 

 続きまして、１１番目のご質問、防災士

と防災サポーターのご関係というところ

でございます。 

 まず、前提といたしまして、防災士の取

得を補助させていただく条件ということ

で、新年度から予定しております防災サポ

ーターですね、防災士の取得の助成をした

方は、必ず摂津市の防災サポーターに登録

をしてください、これを義務づける考えで

ございます。 

 この防災サポーターということで、自主

防災訓練への参加や、万が一のときには、

避難所の運営を一部お手伝いしてくださ

いよという形で、防災士の資格を取られた

方、助成した方は、防災サポーターとして

いろいろ市に協力、地元と市に協力いただ

きたい。このあたりを目指しておる制度で

ございます。 

 続きまして、１２番目のご質問でござい

ます。職員の携帯版の初動マニュアルでご

ざいます。 

 これは、災害発生時に我々職員がどのよ

うに初動対応に当たるのか、具体的にこう

ですよ、こういうふうに動きましょうとい

うのを書いたマニュアルでございます。 

 これ、昨年の震災時の反省点、検証結果

といたしまして、我々職員が発災直後にど

こで何をどのように取り組んでいいんか

よくわからない。また、初動の防災活動、

具体的にどう進めていいのか十分に把握

していなかった。その結果、職員が本部か

らの指示待ち状態であった。こういう声が

幾つか寄せられておりました。 

 これを解決するために、災害時に職員が

迅速に動けるように、こういうふうに動き

ましょうというのを、ちょうど名札ケース

に入れられるぐらいの大きさに折り畳ん

だ携帯版の職員用の初動マニュアル、これ

をつくって配付するものでございます。 

 最後に、１３番目、（仮称）せっつ防災

サミットでございます。どのようなものか

というお問いでございました。 

 これなんですけれども、日ごろから熱心

に防災活動に取り組んでおられます市内

の学校であったり地域であったり、職場、

企業、その方にお声をかけまして集まって

いただいて、ふだんどういう活動をしてい

るのかというのを発表いただいて、それぞ
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れが刺激し合って横の連携を保って情報

共有しながら、ともに活動に向かえばいい

な、ともに手を手をとってこれから連携し

ていただきたい、そういうのを目指すイベ

ントでございます。 

 また、防災研究の有識者による基調講演

などもあわせて予定しておりまして、摂津

市全体の防災力が上っていく、その一助と

なる、きっかけとなるようなイベントを考

えております。 

 また、市として、どの部署がどういうこ

とでということをお問いですけれども、こ

の事務局は防災管財課が企画させていた

だいて運営をいたします。摂津市のほうと

いうよりも、どちらかといえば我々は共助

の強化に努めたいということなので、主役

は地域で頑張っておられる、また学校、職

域で頑張っておられる方に、いろいろ活動

の発表をしていただきたいなというとこ

ろで、市の職員向けというよりは、市民の

方、職場の方に大いに参加していただきた

いイベントを目指しております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 槙納課長。 

○槙納情報政策課長 それでは、１５番目、

統計調査に関するご質問にご答弁申し上

げます。 

 今回、厚生労働省の毎月勤労統計調査に

おきまして、調査方法に関しての不正が発

覚したものでございますが、本市の影響と

いたしましては、この毎月勤労統計調査に

関しましては、大阪府が調査員を任命して

調査を実施されたものであり、本市におき

ましては、この調査を受託しておりません。

そのため、直接的な関与はないものでござ

います。 

 また、東京都における不適切な処理であ

ることから、大阪府のデータには影響がな

いということを、大阪府のほうに確認をさ

せていただいておるところでございます。 

 また、本市の統計要覧におきましても、

大阪府全域の数値を採用しておりますの

で、統計要覧のほうにも影響はないと考え

ておるところでございます。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは、１６番目

の交通安全対策工事の詳細についての質

問にお答えさせていただきます。 

 交通安全推進事業における交通安全対

策工事費として、２７０万円計上させてい

ただいております。これは、信号機の設置、

あるいは横断歩道の設置、この所管は公安

委員会になりますが、その新規設置に伴い

ます交差点改良等が発生した場合の工事

費を計上しているところでございます。 

 あと、交差点内の案内標識、それと市内

に夜間の点滅鋲、交差点鋲というのが設置

しているわけでございますが、それが破損、

故障したりした場合の復旧等の予算を計

上させていただいておりまして、トータル

で２７０万円という金額を計上させてい

ただいております。 

 それから、市内循環バスの事業概要につ

いてでございますが、市内循環バスにつき

ましては、近鉄バスの路線バスでありまし

て、中央環状線の西側を運行しておりまし

て、ＪＲ千里丘駅を起点とした反時計回り

で運行しております。本市は、その近鉄バ

スのほうへ補助金として１，２００万円を

補助しております。 

 この４月から運行スケジュールがちょ

っと変更になります。これにつきましては、

市民の利便性が少し低下するところでは

ございますが、バス事業者の運転手不足、

それと市内の慢性的な交通渋滞による定

時制が困難という中から、今までは二人で
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の交代運行で全１３便運転しておりまし

たが、運転手不足ということで、一人での

運行となり、その関係で運転手の休憩時間

等が発生しますので、一旦鳥飼車庫のほう

に入庫して、休憩が発生します。そのため、

運行時刻表、これの改善が必要となってま

いります。４月１日から新ダイヤで運行す

るような内容となっております。 

 続きまして、１９番目の正雀三島線外１

路線道路改良事業の概要についてでござ

いますが、場所につきましては、旧味舌小

学校跡地になります。第１期工事としまし

て、既に正雀三島線沿いに３．５メートル

の歩道が設置しており、そこは正雀４号線

になるんですが、北に向かっての道路と歩

道が整備、完成しております。 

 平成３１年度の事業としましては、消防

の屯所があるところ、それと旧正雀ひかり

保育園の前面部分について同等の歩道幅

を建設するための道路詳細設計委託業務

を発注するための予算となっております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 井上課長。 

○井上道路管理課長 それでは、２０番目

のご質問の道路維持事業の内容について

お答えいたします。 

 道路維持事業の内容の主なものといた

しましては、修繕料及び街路樹剪定委託料

でございます。 

 修繕料は、舗装や道路側溝、安全柵など

の道路施設等の比較的小規模な修繕を行

うもので、毎年５０か所ほどの修繕工事を、

業者発注によって実施しております。 

 また、街路樹剪定委託料は、市内街路樹

の剪定を行うもので、樹種によって、年１

回から２回の剪定業務を委託実施してい

るものでございます。 

 続きまして、２１番目、街路灯修繕事業

についてでございますが、本市におきまし

ては、平成２５年度に市内の主要路線２０

０基の街路灯点検を実施しております。 

 街路灯点検につきましては、国の指針で

は、５年ごとの点検実施を示されておりま

すが、橋梁点検とは異なりまして、法定点

検ではございません。しかし前回の点検か

ら５年以上経過し、昨年は台風の影響もご

ざいましたことから、街路灯点検を実施す

るものですが、一方で、街路灯の水銀灯に

つきましては、環境に配慮した省電力、省

エネルギー化の推進や水銀灯の生産中止

の動きなどから、ＬＥＤ化の必要性も生じ

ております。 

 これらを考慮いたしまして、平成３１年

度には、この２００基のうち水銀灯１７０

基は点検にかえてＬＥＤ灯への変更を行

い、残り３０基は既にＬＥＤ灯となってお

りますので、点検のみ実施するものでござ

います。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 竹下課長。 

○竹下水みどり課長 松本委員の２２番

目から２６番目の５点のご質問に対して

ご答弁申し上げます。 

 まず、排水ポンプ場管理事業の備考欄、

このポンプ場の数が昨年度と変わってい

ることについてでございますが、ご指摘の

ように、昨年度からの数の違いにつきまし

ては、平成２８年度の機構改革により、公

共下水道事業特別会計から所管替えがあ

ったゲートについて、新たに主要ゲートと

して１８か所を加えたことなど、改めて精

査を行ったものでございます。 

 したがいまして、もともとの市内に設置

のポンプ場やゲートの数に変動があった

わけではございません。実態と整合をする

よう努めたものでございますので、ご理解



- 29 - 

 

いただけますようよろしくお願いいたし

ます。 

 次に、電気等調査設計業務委託料の内容

についてでございますが、電気設備調査等

調査設計業務委託につきましては、味舌ポ

ンプ場水路系のポンプ駆動にかかわる電

気設備が耐用年数の経過や経年劣化など

の原因により、老朽化が著しい状態にあっ

たことから、既設のポンプ操作盤及び電気

制御版などの機能調査、並びに電気設備の

更新向上のための実績を委託するもので

ございます。 

 また、あわせてポンプ場の附帯施設であ

る除じん機などの機械設備につきまして

も調査設計を行い、平成３０年度のポンプ

３台の修繕完了に引き続きまして、電気設

備の更新を行い、排水ポンプ場の延命化を

図ってまいります。 

 次に、花壇等の維持管理充実事業の修繕

料の内容についてでございますが、花壇等

の維持管理充実事業の修繕料につきまし

ては、市内６２か所の花壇や鶴野苗圃の施

設などの修繕を行うものでございます。 

 内容につきましては、鶴野苗圃内にビニ

ールハウス１棟を設置する費用と、設置場

所の確保のための既設施設の撤去費用な

どで３８４万円を計上しており、また、そ

の他につきましては、日常的に行われる小

規模な修繕や散水車の破損などの緊急に

対する修繕費１６万９，０００円を計上し

ており、合計４００万９，０００円でござ

います。 

 次に、緑化推進連絡会、これの取り組み

についてでございますが、緑化推進連絡会

につきましては、地域で花壇活動をされて

いる自治会など市民団体３４団体が関与

されており、各団体からの花壇管理での活

動に対する相談などの連携支援及び市内

のイベント行事での草花の配付など、緑化

啓発活動をしております。 

 また、連絡会会員の緑化知識の緑化技術

の向上のための研修会、また、団体間の活

動報告などの交流会を開催するなど、市が

取り組む市民協働による緑のまちづくり

に多大に貢献していただいております。 

 しかしながら、連絡会の役員や会員が高

齢化に歯どめがきかないことを非常に心

配されておられまして、活動存続について

も懸念されております。今後、緑化活動を

推進するためには、新たに活動していただ

く担い手づくり、これが課題と考えており

ます。 

 次に、公園遊具修繕料に健康器具は含ま

れているのかというお問いだったかと思

います。 

 公園遊具の修繕料につきましては、専門

家による遊具の点検評価に基づき、危険と

されるＤ判定遊具の取りかえ撤去を優先

して実施しております。また、Ｃ判定遊具

につきましても、近年増加傾向にあります

ことから、危険性の高いものから順に修繕

していくことを予定しております。 

 市内の公園には６００基ほどの遊具が

設置されており、まずは既存遊具の安全確

保が最優先と考えておりますので、新年度

の健康器具の新規設置は見込んでおりま

せん。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 答弁の途中ですけれ

ども、暫時休憩いたします。 

（午前１１時５９分 休憩） 

（午後 １時２８分 再開） 

○渡辺慎吾委員長 再開いたします。 

 答弁の続きをお願いします。 

 寺田課長。 

○寺田建築課長 それでは、松本委員の特
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定空き家対策の今後の進展の状況につい

てのお問いについてお答えいたします。 

 まず空き家対策につきましては、平成２

７年に法律のほうが全面施行されたこと

に基づきまして、本市でもさまざま調査・

研究もしながら、平成３０年度におきまし

ては空き家対策計画ということで、総合的

かつ計画的な方針を定めるべく進めてき

ているところでございます。 

 来年度につきましては、この法律に基づ

きまして管理不全の空き家等を特定空き

家等に指定もし、それら所有者等に対しま

して助言・指導を開始してまいりたいと考

えております。 

 それから、特定空き家に至らない、空き

家の予備軍と言われているようなところ

につきましても、所有者等に対しまして適

正な管理をしていただくような文書を送

付するなどの周知啓発も図ってまいりた

いと考えております。ただ、それらのＰＲ

のチラシの作成・配布というところの内容

はございますので、新年度の予算につきま

しては印刷の製本費が昨年度に比べて１

０万円ふやさせていただいているところ

でございます。 

 空き家の所有者等の調査・特定に至るま

での過程は、相続の未登記であったりだと

か所有者が不在であったりだとかいうこ

とで、困難な事例も想定されますことから、

それらの行政だけではなかなか対応がし

切れないようなところに限りまして、司法

書士会等と連携いたしまして、それらの相

続人の不在の情報を特定してまいるべく、

その調査の委託金というものも、今年度に

ございませんでしたが来年度当初予算に

つきましては計上させていただいている

ところでございます。 

 続きまして、多世代同居・近居支援の内

容で、代表質問でもいただいておりますけ

ども、詳細はというお問いでございますの

で、こちらの詳細な制度内容につきまして

お答えさせていただきます。 

 この制度の創設の趣旨につきましては、

親・子・孫の三世代の世帯での同居・近居

を支援することにより、それぞれの世代が

支え合い、見守り、安心して暮らせるまち

づくりを進めることが本来の趣旨でござ

います。目的といたしましては、先に人口

ビジョン、まち・ひと・しごと創生総合戦

略等々でも示されておりますように、本市

の定住人口の増加、それから地域活動の活

性化、出生率の向上、そういうものを期待

するものでございます。 

 対象といたしましては、親世帯または子

世帯というところでございまして、住宅取

得の補助金に関しましては補助対象経費

の１０分の１ということで上限を４０万

円といたしまして、これは北摂近隣市では

最大を見込んでおります。 

 住宅リフォームの補助金につきまして

は、補助対象経費の２分の１ということで

上限２５万円、住宅転居の補助金につきま

しては補助対象経費のこれは１０分の１

０ということで上限５万円でございまし

て、これは北摂で初めての取り組みという

内容でございます。 

 続きまして、震災対策推進事業におけま

す昨年度に比較しての進め方の内容のお

問いであったかと思うんですけども、震災

対策推進事業につきましては、前年度と比

較いたしまして、当初予算の中で追加の項

目でさせていただいておりますのが、平成

３０年度補正予算で創設させていただい

て、補正予算で承認いただいておりますブ

ロック塀等の撤去補助金、こちらのほうを

予算計上させていただいております。こち
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らにつきましては、平成３０年度に創設さ

せていただいた際には市独自での取り組

みということでさせていただいておりま

したが、大阪府内でもほぼ、おおむねの市

町村で取り組みのほうもなされてきてる

こともございまして、国・大阪府のほうも

財政支援の措置が図られてるところでご

ざいますので、そちらの国・府の財政支援

を受ける中で、来年度につきましても予算

計上させていただいております。ただ、大

阪府におきましては、平成３１年度限りの

財政支援というところでもございますの

で、こちらについては継続の要望をしてい

かざるを得ないのかなと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 西川部参事。 

○西川建設部参事 ３０番目のご質問、地

形図修正図化委託料につきましてお答え

させていただきます。 

 この委託料につきましては、前年度に対

しまして約３２０万円余りの増額となっ

てございます。電子化された地形図、ＧＩ

Ｓデータを使用しておりますが、これまで

は都市計画施設の変更に伴いまして修正

を行っておりましたが、ベースとなる２，

５００分の１の地形図につきましては平

成１４年度から修正が行われておりませ

んで、公共施設や民間施設が古い状況でご

ざいました。来年度におきましては航空写

真を参考に、全域の地形図の修正をするた

め委託料を計上しております。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 それでは、３１番目

の質問の千里丘出張所耐震改修工事につ

いての質問にお答えいたします。 

 今年度実施いたしました耐震診断の結

果を受け、耐震改修、外装改修と合わせて、

大阪北部地震により被害を受け撤去いた

しましたブロック塀、フェンスの修復、屋

外らせん階段の撤去、車庫シャッターの設

置及び施設の老朽化に伴い内部の改修を

行うものでございます。 

 千里丘出張所は昭和５０年３月竣工の

建物であり、４３年以上が経過しておりま

す。過去の修繕履歴からも大規模な改修工

事は実施いたしておりません。外周りと同

様に、内部につきましてもかなり老朽化が

進んでおり改修が必要となっております。

工事に係ります予算ですが、実施設計委託

料が５８５万円、工事監理委託料が３６５

万円、工事費で４，０５０万円となってお

ります。 

 スケジュールにつきましては、平成３１

年度中に設計工事を行う予定といたして

おります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 日野参事。 

○日野警備課参事 松本委員の３２番の

ご質問であります、指令センター共同運用

等負担金の増額及び車両出動計画変更委

託料についてご答弁申し上げます。 

 それではまず、指令センター共同運用等

負担金の増額について、主なものについて

お答えいたします。 

 吹田市・摂津市消防指令センターにおい

て、吹田市と共同でＮｅｔ１１９緊急通報

システムを整備するに当たりまして、シス

テム導入費用等が発生するため、前年比よ

り吹田市への負担金が増額するものでご

ざいます。 

 なお、Ｎｅｔ１１９緊急通報システムと

は、聴覚、言語機能障害者の方がスマート

フォン等を利用して音声によらない１１

９番通報を行うことができるシステムで

ございます。 
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 続きまして、車両出動計画変更委託料で

すが、本市救急体制の強化に伴う必要なシ

ステム改修でありまして、吹田市・摂津市

消防指令センターの消防情報共有システ

ムの出動計画を変更するものでございま

す。 

 現在、救急体制につきましては本署に専

任救急隊１隊、兼任救急隊３隊の合計４隊

の救急隊を運用しており、全て本署から救

急出動しております。本年１０月から消防

署の出動体制を見直し、本署に専任救急隊

２隊、兼任救急隊１隊及び千里丘出張所に

兼任救急隊１隊を配備いたします。従来、

計画選別というあらかじめ出動車両を指

定する方法で、指令システムによる自動出

動をかけておりましたが、千里丘出張所に

救急隊を配備することに伴い、現行の計画

選別では対応できないため、直近選別に変

更するものでございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 木下課長。 

○木下警備課長 それでは、松本委員の３

３番目のご質問、消防本部警備課所管であ

ります災害応援等活動事業についてお答

えいたします。 

 災害応援等活動事業でございますが、主

だった事業内容といたしましては、緊急消

防援助隊が出動要請を受け、その活動時に

必要となる、消耗品費、例えば活動時に必

要となり得る、隊員を保護するための手袋

等の購入費でございます。また、出動派遣

隊員の飲料水や食料等を購入するための

食糧費、そして災害地点までの往復となる

車両の燃料費等で予算を構成しているも

のでございます。 

 緊急消防援助隊は、平成７年、阪神・淡

路大震災の教訓を踏まえ、大規模災害等に

おいて被災した都道府県内の消防力が困

難な場合に、全国の消防機関相互による援

助体制を構築するため創設されたもので

ございます。大阪府近隣の府県における大

規模な地震災害や大津波警報発表や火山

の噴火災害などが発災すれば速やかに出

動し、また国内における地震、台風、水火

災等の災害に対しても、必要と判断された

場合に登録部隊を出動させることとなっ

ております。 

 なお、現在のところ本市における緊急消

防援助隊の登録は、消火小隊にあっては１

隊５名、救急小隊においては１隊３名とな

っておりますことを申し添えます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 それでは、３４番目

の質問の、摂津市第二分団屯所の建てかえ

についてのご質問にお答えいたします。 

 摂津市第二分団の屯所は、昨年の大阪北

部地震の影響によりコンクリートブロッ

ク造であった壁に亀裂が入りまして、診断

の結果、倒壊の危険性があるということか

ら、平成３０年１１月に解体を行ったとこ

ろでございます。 

 平成３１年度に建設を予定しておりま

して、予算額につきましては実施設計委託

料が９２万円、建設工事請負費１，６９６

万円、工事監理委託料が２０４万９，００

０円、建築確認申請手数料７万１，０００

円となっております。 

 解体前の屯所はブロック造１階建ての

車庫及びトイレのみとなっておりました。

建設予定の屯所は平成２５年公布の消防

団を中核とした地域防災力の充実強化に

関する法律に基づき、地域の防災拠点とな

る施設であることから、建設するに当たり

従来の車庫・トイレに加え待機室及び給湯

施設を設け、建築面積は３０平方メートル
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程度、延べ床面積は６０平方メートル程度

となり、鉄骨造２階建ての屯所を予定して

おります。 

 装備だけでなく施設についても機能拡

充を図ってまいりたいと考えております。 

 建設場所につきましては地元からの強

い要望もあり、従来と同じ場所での建設を

予定しており、スケジュールとしましては

上半期に実施設計を行った後、下半期に建

設工事を行っていきたいと考えておりま

す。 

 続きまして、３５番目の質問の消防団の

現状と活動についての質問にお答えいた

します。 

 来年度４月１日においての消防団の数

は、基本団員が３４６名、ＯＢ団員が１１

名、機能別団員が４８名の合計４０５名と

なる予定でございます。 

 今年度の４月１日と比べますとマイナ

ス６名となっております。 

 平成３０年度の主な活動としましては、

火災出場や、６月に発生いたしました大阪

北部地震、７月の豪雨、９月の台風２１号、

２４号で出動していただき、地域での警戒

活動を行っていただきました。 

 啓発活動といたしましては、摂津まつり

や防火フェアでの活動、小学校区で実施さ

れております自主防災訓練、地域に密着し

た活動を行っていただいているところで

ございます。 

 消防団は、本市におきましても将来にわ

たり地域防災力の中核として欠くことの

できないものであり、その要員動員力や地

域密着性といった利点を生かし、大きな力

を発揮していただいていると考えており

ます。 

 今後におきましてもしっかりと組織を

維持し、災害活動の充実が図れますよう、

団員の確保、機械器具及び装備の充実、教

養訓練等を実施することにより、地域の防

災リーダーとして地域と連携し、市民の皆

様の安全・安心に対して大きな役割を果た

していただけるよう、消防本部といたしま

してもバックアップしてまいりたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 それでは、２回目の質問

をさせていただきます。 

 まず１番目、扶助費あるいは地震に対す

る災害対応の増額等々、また基金支出の抑

制等、しっかりと考えられ組み立てられた

と、全体の取り組みについては評価をいた

します。都市基盤整備を含め、今、基金が

あるうちにしっかりと投資を行うことが

次の世代につながる適切な財政運営と認

識をしております。先ほど消費税増税の話

もされましたけども、ことし１０月には消

費税増税が予定をされております。そこで

幼児教育・保育無償化等々ありますけども、

実際これが本市の財政運営へ影響するの

かどうかお聞かせてください。 

 続きまして、２番目の課税事務事業につ

いてということで、内容についてはおおむ

ね理解をいたしました。そこで、昨年度の

事務手続の不備事案等に対しての反省を

どのように生かしておられるのか、対応策

についてどう具体化されたのかお聞かせ

ください。 

 続きまして３番目の、課税事務事業につ

いてのところですけども、内容については

おおむね理解をいたしました。昨年、各税

務担当課の皆様方は大阪北部地震対応で

堺市と連携され、しっかりと災害対応に従

事されたと評価をしております。そこでさ

まざまな教訓を得られたかと思いますが、
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次にどう反映をされようとしているのか

お聞かせください。 

 続きまして４番目、庁舎西別館解体等工

事についてですけども、解体のスケジュー

ルについてはおおむね理解をいたしまし

た。ここについては庁舎前であり、市役所

を訪れた人がまず目に入る場所でありま

す。普通に考えればそれが市役所のイメー

ジと重なるものかと考えております。よっ

て、市のイメージを崩さぬような民間事業

者が適切であると考えております。代表質

問でありましたけども、サウンディング調

査等々されるというとこですけども、実際

のところサウンディング調査の結果につ

いてどのような意見があったのかお聞か

せください。 

 続きまして５番目の、市立集会所管理事

業についてですが、修繕状況についてはほ

ぼほぼおおむね終わったと理解をいたし

ました。この市立集会所というのはさまざ

まなイベント、集いの広場、自治会の会議

など、地域コミュニティに活用されるとい

うことを理解しております。しっかりとＦ

Ｍとも連携させて、長寿命化も含めて適切

に管理するよう要望いたします。これは要

望で終わります。 

 続きまして６番目の、防災管財課人件費

というところで、防災管財課、今、防災管

理係４名と管財係が６名でそれぞれの役

割でやっておるということを理解いたし

ました。それを踏まえて、まず防災管理係

４人が果たすべき役割というのは有事に

おける活躍であり、災害時における公助の

司令塔としての行動が最も求められるも

のであると私は考えていますが、それにつ

いてどうお考えか。また、あわせて管財係

６人というのは大阪北部地震でも非常に

活躍され、初動からずっと防災管理係を支

える、ある意味準防災係の役割を果たされ

ていたと思いますけども、今後、この災害

対応も踏まえて、他の課の活躍がもっと必

要であると考えますが、初動時の対応等も

含めてあわせてお聞かせください。 

 続きまして７番目、自主防災組織支援事

業についてというところで、地域の共助の

核となるものをしっかりと支援をすると

いうもので理解をいたしました。ことし市

長が市政運営の基本方針においても、全庁

挙げて災害対応に取り組むと宣言された

ように、関係する全部署の職員をこういっ

た自主防災訓練に参加させることが必要

ではないかと考えております。こういった

自主防災訓練を実施されておりますが、現

在の市職員の支援状況と合わせて、その全

庁で取り組むためにはどうあるべきかと

いうのをあわせてお聞かせください。 

 続きまして８番目の防災資機材及び備

蓄用品整備事業についてですけど、大阪府

の計画等々に基づいて整理をされている

ということ、また、大阪北部地震の教訓も

踏まえてされているということを理解い

たしました。ぜひしっかりと、さまざまな

事案に、事象に対して備える、こういった

備蓄用品の整備等は非常に大切であると

認識をしております。ことし、地域防災計

画も修正をされるというところで、各地域

の設置数や設置場所等々も踏まえて整合

性をとって図られて整備するように要望

いたします。これは要望で終わります。 

 続きまして、防災演習事業についてとい

うところで、いろいろと各所掌が参加をし

て実施をされるというこの防災演習事業

についてはおおむね理解をいたしました。

では改めて、この演習についてどのような

根拠計画をもとにされて、どのような成果

というものを考えられているのか改めて
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お聞かせください。 

 続きまして１０番目、防災士取得費用助

成金については、それぞれの関係性につい

てはしっかりと認識をして防災サポータ

ーへの登録を義務づけて防災士の資格取

得をされるというところの理解をいたし

ました。ぜひこの防災士と市独自の防災サ

ポーターとの差異が著しいものであって

はいけないと考えます。ぜひどうすれば二

つの入り口を円滑に連携させ、共助の強化

ができるかを考えていただければと思い

ます。 

 次に防災士取得費用補助金と防災サポ

ーター制度をどのように普及を行うのか、

自主防災会などのターゲットへの働きか

けについてどうされるのか、お考えをお聞

かせください。 

 続きまして１２番目の、職員用の携帯

版・災害対応初動マニュアルの件ですけど、

おおむねそれぞれ職員に携行できるよう

に持たせると、そしてちゃんとつくってい

るということは理解をいたしました。大阪

北部地震での教訓をしっかりと生かして

いると理解をしております。しかしながら、

必要なマニュアルというのはそれだけで

はありません。昨年の１２月議会において

答弁の中で、大阪北部地震の応急対策では

個別の部局間のやりとりになってしまっ

たという言葉がありましたが、これは災害

発生時に庁内においてそのような調整で

きる場所がなかなか設置ができていなか

ったことがその原因の一つと私は考えて

おります。一例では、そのときに議会で取

り上げたガス漏れの件では、そこが通学路

であり、教育委員会、消防本部、摂津警察

署、そして大阪ガスと連絡をとり合える災

害対策本部事務局が認識し、協力して対応

すべきもので、それには各部が集まって調

整できる本部運営室の設置は欠かせない

と考えております。なかなか通常業務の場

所が手狭だったりというものはあったの

は言うまでもありません。宮古市の災害対

策本部運営マニュアルにはそういったも

のも考慮した本部室のレイアウトまでし

っかりと示しているものがあります。それ

らを踏まえて、昨年６月議会で取り上げま

した災害対策本部運営マニュアルや淀川

氾濫対応マニュアル等々、どうなっている

のかお聞かせください。 

 続きまして１３番目の、（仮称）せっつ

防災サミットについては横のつながりを

しっかりと強くするというところと、防災

管財課がしっかりやるというところの認

識をいたしました。これは市民と接する機

会がある、非常に大切な会議かと認識をし

ております。これは要望なんですけども、

ぜひ防災管財課の職員だけでなくて、やは

りいろいろ市民と接する機会と考えれば

全職員を巻き込んで、交代で参加させるな

ど、よりよい幅広い見識とコミュニケーシ

ョンを図れるよう地域を巻き込んでオー

ル摂津でやることを要望いたします。１３

番目は以上です。 

 続きまして１５番目の統計調査管理事

業についてということで、国における統計

調査問題での影響はないということです

が、昨年、私も統計調査員とも実際にお会

いをしていろいろ話を聞きました。統計調

査員は市民の方がされておられます。そう

いった部分でこのような、いろいろな影響

がしっかりと受けないように、あるいは受

けた場合でもフォローできるように、そう

いったもろもろも踏まえて配慮するよう

に、これは要望で終わります。 

 続きまして１６番目の、交通安全推進事

業についてというところで、交通安全対策
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についていろいろされていると理解をい

たしました。この交通安全対策については

市民の安全を確保するために重要である

と認識をしております。特に最近は自転車

マナーの悪さが世間一般で取り上げられ、

一例では歩行者と自転車がぶつかって死

亡事故を起こし、自転車の加害者側が多額

の賠償金を請求される事案も生じており

ます。本市においても自転車対策は必要で

あることは言うまでもありません。そこで

本市の自転車に対応した自転車安全対策

の取り組みについてお聞かせください。 

 続きまして１７番目の、市内循環バス運

行補助事業については、その事業の内容に

ついては理解をいたしました。このバスは

安威川以南と安威川以北を結ぶ市内の数

少ないバス路線ということで、一定の利用

があると理解をしております。市民の利便

性を向上していただけるように、しっかり

と実施するよう要望いたします。１７番目

は以上です。 

 続きまして１９番目の正雀三島線外１

路線道路改良事業についてというところ

では、旧味舌小学校前の歩道の整備という

ところを認識をいたしました。こちらにつ

いても引き続き交通安全対策という観点

でしっかりと事業については進められる

ように要望いたします。１９番目は以上で

す。 

 続きまして道路維持事業についてとい

うところで、いろいろと道路維持事業につ

いてということを、街路樹の剪定等々も言

われていました。おおむねそれについては

理解をしました。それを踏まえ、街路樹剪

定委託が前年度より増額となっておりま

すけれども、この理由について改めてお聞

かせください。 

 ２１番目の街路灯修繕事業についてと

いうところですけども、ＬＥＤ化というこ

との事業概要についてはおおむね理解を

いたしました。やはり今、省エネなどの時

代に合わせてＬＥＤ化を進められている

というとこですが、実際に現場においてＬ

ＥＤ化ができてない残りの街路灯の数と、

今後のＬＥＤ化の計画についてお聞かせ

ください。 

 続きましては２２番目、排水路ポンプ場

管理事業の内容ですが、ポンプ場の数等が

これまで分かれたものを精査したものと

理解をいたしました。こちらについても管

理をしっかり引き続きしていただくよう

に要望として終わらせていただきます。２

２番目は以上です。 

 続きまして２３番目の、排水路ポンプ場

管理事業、電気設備等調査設計業務委託料

についてというところで、排水ポンプ場も

適切に維持管理するための事業と理解を

いたしました。やはりこの排水ポンプ場と

いうのは本市の水害対策に必要不可欠と

認識をしております。それで実際、稼働状

況というのはどのようなものでしょうか。

昨年の西日本豪雨では、市内排水ポンプ場

も活躍されたと私は認識をしております

が、その例も挙げて改めてお聞かせくださ

い。 

 続きまして２４番目の、花壇等の維持管

理充実事業についてということで、ビニー

ルハウスを設置するということですが、そ

のビニールハウスを設置することで一体

どのような効果というものを考えている

のか、それについて改めてお聞かせくださ

い。 

 続きまして２５番目、緑化推進委員会補

助事業について、この緑化推進連絡会がし

っかりと頑張って市内の花やさまざまな

花壇のところで活躍されていると理解を
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しましたが、高齢化と後継者が課題になっ

ているということを理解いたしました。後

継者が課題ということで、やはりこの事業

の継続を行う必要があると考えますが、緑

化推進連絡会の後継者について、その課題

について改めてどうお考えかお聞かせく

ださい。 

 続きまして２６番目の、公園遊具補修事

業についてというところで、健康器具とい

うのはまだ予定はされていないと、修繕料

が既存のものだけであるということは理

解をいたしました。やはり遊具そのものの

単価も高いと、その維持補修だけで相当の

額が必要であるということは私も理解を

しております。そういった状況において、

例えばですけども、遊具の取りかえの際、

健康器具に変更することはできないのか、

お考えをお聞かせください。 

 続きまして特定空家対策事務事業につ

いてと。特定空き家対策については計画策

定、そして今後、周知して作業を実際に進

めていくものと理解をいたしました。ぜひ

特定空き家については解消するように施

策を進めることを要望いたします。 

 ただ、やはりまだ市内では台風のダメー

ジを受けた空き家も散見されております。

そのことに関して安全の観点から、持ち主

に対して処置するように啓発活動もあわ

せて行う必要があると私は考えますけど

も、どうお考えかお聞かせください。 

 続きまして２８番、多世代同居・近居支

援事業についてと。このことが出産率の向

上あるいは子育ての充実というところで

非常に大きな効果というものを期待され

ていると理解をいたしました。それを踏ま

えて、代表質問でも言わせていただいたの

が、これを周知をしていかなければ、やは

りなかなか制度利用が少ないんじゃない

かと考えております。改めてこの周知方法

についてどのようにされるのかお聞かせ

ください。 

 続きまして２９番の、震災対策推進事業

というところについては、大阪府内全体で

もこの取り組みというのが進められてい

ることは理解をいたしました。市民ニーズ

に応じて引き続きしっかりと、その業者と

の関係もあるとかと思いますので、長い目

で見て市民ニーズに応じてしっかりと取

り組まれるように要望いたします。２９番

目は以上です。 

 ３０番目の地形図修正図化委託料につ

いて、平成１４年から更新をせず１７年間

おいていたというところ、更新をされると

いうことですけども、なぜこのタイミング

かなと。今までできなかったというのはど

ういうものか、理由なのかというところで

すけども、改めてこの用途というのはどの

ようなものなのかというのを改めてお聞

かせください。 

 続きまして３１番目、千里丘出張所耐震

改修工事というところで、耐震化のために

しっかりと計画をされて実施をするとい

うことは理解をいたしました。この事業内

容については本市北部地域の消防の拠点

として整備する必要があると考えており

ます。また、その上で職場環境の向上とい

うことも大切かと思います。この出張所と

いうのは職員が寝泊まりする特殊な環境

であるというところで、やはり少しでも心

理的な負担を軽減するという配慮も必要

かと思いますけども、実際にどう配慮され

ているのかお聞かせください。 

 続きまして３２番目の指令・通信事業に

ついては、Ｎｅｔ１１９とスマートフォン

を活用した聴覚対応、ハンディキャップを

背負った方々に対してもしっかりと対応
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できるようにというものと、情報共有シス

テムの変更というところ、部隊を増加して

それに合わせてシステムを変更していく

というところを理解をいたしましたけど

も、改めてその効果と期待というのは実際

にどのようなものかというのを改めてお

聞かせください。 

 続きまして３３番目、災害応援等活動事

業についてと。もろもろ災害対応の準備の

ために消耗品等を準備していることは理

解をいたしました。実際に昨年の広島県の

ほうに行かれていると思いますけども、そ

の教訓を得て今年度にどう反映している

のか、そういったもろもろを改めてお聞か

せください。 

 続きまして第二分団屯所建設工事、３４

番目については、地域の防災力の維持強化

というところの観点で、やはり屯所をしっ

かりとつくるということを認識をいたし

ました。現在、市役所の駐車場のほうに車

両が置いているというところで、やはり効

率的な、効果的な消防活動を行うためには

必要な地域に設置するということが必要

であるということは理解をしております。

ぜひしっかりと計画を進められるように、

またこの土地は神安との関係もあるとも

聞いております。しっかりと協議して協力

して進められるように要望いたします。 

 最後、３５番目消防の活動事業について

というところで、やはりその消防団におけ

る期待というのは高いということは改め

て理解をしております。そこで消防団の活

動において大災害出動時の対応について、

マニュアル作成状況についてどうなって

いるのか、これについて改めてお聞かせく

ださい。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 谷内田課長。 

○谷内田財政課長 それでは１番目、消費

税の増税等による市財政への影響の質問

にお答えいたします。 

 消費税及び地方消費税が増税されるこ

とによりまして、市のほうには地方消費税

交付金、この収入が増となる見込みでござ

います。この増額分につきましては、平年

ベースで言いますと６億３，０００万円程

度の増額になると試算しておるところで

ございます。しかしながら、委員もご指摘

のように、歳出のほうで社会保障関連の充

実が図られ、一番大きいところでは幼児教

育・保育の無償化の部分かなと考えており

ます。それ以外にも介護保険料の低所得者

の保険料軽減の強化でありますとか、そう

いった社会保障の充実、それから既存の社

会保障施策の自然増への対応が必要にな

ってまいります。 

 また、この消費税増税時期に合わせまし

て本市にとって影響の大きい税制改正も

ございます。法人市民税につきましては税

割の税率が１２．１％から８．４％に引き

下げられるということで、法人市民税の影

響額としては担当課では６億円減収にな

ると試算をしております。 

 これ以外に影響額の大きいものでいい

ますと、府税であります法人事業税の一部

を市町村に交付するというものがござい

まして、これにつきましては２０２０年度

から交付になっております。また、いろい

ろな経過措置等があります関係で、まだ詳

細が明らかになってないんですけれども、

この増収分が平年ベースで３億２，０００

万円ほどあるのかなと、今つかんでいる情

報をもとに試算するとそういう数字も出

てきております。そういったことで収入の

全体を見ますと、地方消費税交付金が６億

３，０００万円の増、法人市民税が６億円
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の減、法人事業税交付金が３億２，０００

万円の増ということで、トータルで３億５，

０００万円ほどの収入増加につながるも

のと考えているところでございます。 

 一方で歳出のほうですね。幼児教育・保

育無償化につきましては、まだこれも詳細

が固まってないということで、担当課のほ

うでなかなか試算し切れてないんですけ

れども、私立の保育所・幼稚園に係る市の

負担としては全体の４分の１、ただし公立

の幼稚園・保育所に係る財源としては１０

分の１０が市の負担ということで、この分

の一般財源の増が１億円はくだらないと

考えておりまして、３億５，０００万円の

うち、既に１億円はこれに当てると。それ

以外にも先ほど申し上げた社会保障の充

実策ございますし、自然増への対応、そう

いったものがございますので、今回のこの

消費税、それからいろいろな税制改正によ

る増収分については、市の財政に大きくプ

ラスになるということは決してないと考

えているところでございます。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 船寺課長。 

○船寺市民税課長 ２番目のご質問、昨年

の事務処理のミスを踏まえてどう改善し

ていくのかということにお答え申し上げ

ます。 

 昨年のミスが起きた後、直ちにその原因

でありましたり、要因の調査を行い、問題

点の洗い出しを行い、それの改善に向けて

の検討を行ってまいりました。 

 現在、２月からの申告時期を迎えている

いるところでございます。 

 前回のミスの原因でありましたチェッ

ク体制の強化、複数人での確認はもちろん

のこと、行程等の見直しを行うとともに、

進行管理の適正化等を行いながら正確な

課税処理に現在務めているところでござ

います。 

 チェック体制を強化するためには当然

マンパワーも必要になるということで、市

民税課内の職員について有効に配置替え

を行いながら、臨時職員の増員、また他課

からの応援もお願いしながら、当初課税に

かかわる人員を増す努力も進めておりま

す。それらによって重ねてのチェックを行

える体制の確立に努めております。 

 また、適宜ミーティングを行いながら、

進行管理の適正化にも努めているところ

でございます。 

 今後もミスのない課税に努めてまいり

たいと考えております。 

○渡辺慎吾委員長 中西部参事。 

○中西総務部参事 それでは私のほうか

らは、大阪北部地震での対応とそれを踏ま

えた中での今後ということでお答えさせ

ていただきたいと思います。 

 まず反省点としまして、摂津市地域防災

計画に明記されておりますとおり、固定資

産税課、納税課そして市民税課の税３課に

おきましては建物等被害調査班に組織さ

れておりますけども、大阪北部地震の発災

時、過去に内閣府基準に基づいた被災家屋

調査の経験がある職員が、庁内全体でも非

常に少ない状態でございまして、税３課に

おきましては１名だけしか経験がないと

いう状況でございました。そういう状況の

中で、税３課としても知識が不足していた

こと、また、調査に必要な資機材も不足し

ていたという状況があったということが

挙げられると考えております。そのような

状況の中、震災の翌日から固定資産税課職

員を中心に税３課の職員で市内の簡易調

査を行い、状況把握等に努めましたが、内

閣府基準に基づく本格的な調査、こちらの
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ほうは鳥取地震や熊本地震などの被災家

屋の調査の経験が豊富な堺市の固定資産

税課の職員の方々の指導・応援をいただき

ました６月２７日以降となってしまいま

した。その後、真夏の炎天下でございまし

たけれども、連日職員は調査活動等に頑張

ってくれたんですけども、やはり調査に携

われる、そういう知識を有する職員という

のが非常に少なく、不足していたというこ

とから、調査の終了までには非常に多くの

時間を費やしてしまいました。 

 これらのことを教訓としまして、建物等

被害調査班としましては、今回の災害調査

を経験し、また堺市の皆様の指導もありま

して、一定のスキルを持った職員も育成さ

れましたけども、今後の災害調査等の対応

に備えまして、調査員としての基礎知識を

有して大規模災害における広範囲にわた

る調査にも即座に対応できる職員を多く

養成するためということで、１月２８日か

ら４日間かけまして、税３課の職員全員を

対象にしまして、今回の被災家屋調査に中

心となって携わりました職員が講師とな

りまして、今回は座学でしたけども、研修

会を開催いたしました。 

 今後におきましても、調査員のスキルア

ップ等を図るために、座学だけでなく公共

施設等を利用しながら実地調査等の研修

もあわせて計画してまいりたいと考えて

おります。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 では、松本委員の２

回目のご質問にお答えいたします。 

 まず、西別館の跡地に対しますサウンデ

ィング調査の結果ということでございま

す。 

 我々市のほうといたしましては、西別館

の跡地の方向性といたしましては、市が直

接跡地に公共施設を建てることは避けま

して、民間活力によります利活用、これを

基本的に検討しております。もっと具体的

に申し上げましたら、定期借地権で民間に

利用いただきたいという方向性でござい

ます。 

 そのような中、調査会社に委託をしまし

て、本年度アンケートでありましたり、サ

ウンディング調査を実施いたしておりま

す。ただ、まだ、今のところ調査委託業者

のほうが調査結果の取りまとめ中でござ

いまして、申しわけございませんが、まだ

具体的にこういう業界がこういうふうな

形で興味を持たれててという形で、この場

で申し上げる段階には至っておりません。

よろしくお願いします。 

 続きまして、防災管財課に係ります人員

配置等のご質問でございます。 

 まず１課２係でございまして、防災管理

係のほうは災害への対応、これを主とした

仕事でございますので、平時ではなくて有

事、何かあったときにこうしなければなら

ないというのを前提に、全ての仕事を進め

ております。具体的に何かあったとき、こ

の備蓄は要りますからここに保管しまし

ょうであったり、何かあったときに備えて

市民の皆さんに啓発をしましょうであっ

たり、この辺が完全に仕事のメーンでござ

います。 

 その一方で管財係なんですけれども、管

財係も防災管財課の当然一員でございま

すので、災害が発生した場合は課の一員と

して通常業務よりも災害対応を優先する

ことに当然なります。ただ、当然ながら大

規模な災害の場合は防災管財課だけで対

応できるものではございません。全庁挙げ

まして全職員が対応に当たることになり
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ますので、通常業務から本部体制に移行い

たします。本部体制に移行した時点で全職

員が班体制のもとに全ての部署、災害対応

に当たってまいります。 

 続きまして７番目の、自主防災組織の具

体的な支援状況と、全庁的にどう参加する

のかというお問いでございます。 

 各校区で自主防災訓練をされておられ

るんですけども、防災管財課といたしまし

ては大体３名程度派遣いたしまして、それ

ぞれの自主防災訓練の中で訓練の一コマ

ないし二コマ程度を頂戴いたしまして、例

えば防災ミニ講座であったり、洪水ハザー

ドマップの説明であったり、また避難所運

営で必要とされるプライベートテントの

説明であったり、そういう形で大体おおむ

ね２０分くらいのお時間を頂戴いたしま

して、一つのコーナー、または二つのコー

ナー担当させていただいて、ご参加した皆

さんにいろいろ説明を聞いていただくと

いう形で参加させていただいております。 

 あと、全庁的にこの防災訓練に参加して

はという委員のご提案でございますが、訓

練の中で避難所運営訓練、避難所開設訓練

を働きかけていっている途中なんですけ

ども、もしそれがやっていただけるのなら

ば我々のほうも何とか、平成３１年度から

は避難所対応している職員にも参加を呼

びかけて、何とか職員と避難所対応職員と、

あと地元の方、顔を合わせながら避難所の

運営がちょっとできたらな、そういう訓練

したいなという形で、今、企画を進めたい

と思っているところでございます。 

 続きまして摂津市の総合防災演習でご

ざいます。 

 これ、どのような計画に基づいてという

ところの問いでしたけれども、これは地域

防災計画の中で規定されておりまして、こ

ういう形で訓練をしようという形で根拠

をそこに置いております。 

 また、この訓練の求める成果でございま

すが、総合防災訓練、全庁挙げての訓練で

ございます。また非常に多くの団体の皆様

にもご参加をいただいております。したが

いまして、この成果として我々求めたいの

は、庁内各部署の情報連携であったり手順

の確認、これは当然です。それをさらに一

歩進めまして、国や府の機関との連携、ま

た電気、ガス、電話会社などライフライン

会社との連携確認、このあたりを総合防災

演習で成果として確認していきたいと考

えております。 

 また、市民の皆様にもご参加いただく訓

練でございますので、市民の皆様には自助

と共助の意識を高めていただきたい、そう

いう形で、合わせまして市全体の防災力が

向上するような形で成果を求めていきた

いと考えております。 

 続きまして防災サポーター、防災士、こ

の普及方法というお問いでございます。 

 防災サポーター、防災士とも、今、制度

設計が大分進んでおるんですけれども、新

年度に入りまして制度が固まりましたら、

摂津市のホームページや広報、出前講座な

どで、こういうのがありますよ、皆さんご

参加いただくようにお願いしたいですと

いう形で、市民の皆様に普及をしてまいり

たいと思っております。特にどの自主防災

会でも、役員の皆さん非常に高齢化が課題

となっております。また、災害はいつ何時

発生するかもわかりませんので、我々とい

たしましては特に平日昼間にある程度時

間の自由がきく、例えば学生であったり、

子育てが一段落した主婦の方であったり、

まだまだ元気なシルバー世代であったり、

その方たちも含めまして広く呼びかけて
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いってご参加いただきたいというふうな

形で普及を進めてまいる予定でございま

す。 

 最後に、職員の初動マニュアル、その後

に防災本部のレイアウトであったり、淀川

の氾濫対応マニュアル、タイムラインです

ね。その辺の整備状況というお問いでござ

います。 

 この本部レイアウトでありましたり、こ

のマニュアル関係ですね。まだまだ去年か

らちょっと進めていないところもござい

ます。これはもう地域防災計画の改定に合

わせまして、防災管財課のほうでしっかり

修正等つくり込んでいきたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは１６番目

の、松本委員の２回目の質問にお答えさせ

ていただきます。 

 自転車マナーの取り組みについて、本市

の取り組みについてのお問いでございま

すが、交通安全啓発事業の中に非常勤職員

として交通安全推進員を雇用しておりま

す。この方によりまして駅周辺の密集した

自転車が通行する部分だとか交差点、ある

いはガード下などで直接街路指導に当た

っております。また、公用車両によるスピ

ーカー広報の実施を行っております。春夏

の交通安全運動の実施期間中においても、

交差点での自転車指導に当たるなど、いろ

いろ取り組んでいるところでございます。 

 また、自転車利用者のマナー意識を向上

させるためにはハード面の整備というの

が必要になってこようかと思います。その

ため本市では、自転車走行空間の整備も大

切であり、大阪府が打ち出しております整

備方針と同じように、自転車レーンの青色

の矢羽やピクトグラムの表示を施工実施

しておりまして、実施箇所としましては大

阪府では府道の大阪高槻京都線、市の市道

においてはモノレール南摂津駅前のはな

みずき通りにおいて自転車レーンの設置

をしております。 

 自転車利用者の左側通行を促すととも

に、自動車利用者にも自転車が車道を通行

するという認識を持っていただく効果が

あるのかなと考えております。 

 今後は大阪府の取組状況を確認しなが

ら、連携した取り組みを行っていきたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 井上課長。 

○井上道路管理課長 それでは２０番目

のご質問で、街路樹剪定委託料の増額の理

由でございます。 

 街路樹剪定委託料の平成３１年度の増

額につきましては、千里丘新町で新たに道

路が整備され、街路樹が追加になったこと、

また積算に用いる労務単価の上昇や、街路

樹が成長し、樹高や幹周りが大きくなった

というのが理由でございますが、一番の要

因といたしましては、積算の資料としてお

ります大阪府の積算基準が改定されてお

ります。具体的には、作業に係る人工や材

料、使用資機材等を一つ一つ積み上げて積

算するというのが今までの方法であった

のですが、これが市場の実情に合わせまし

て一般に公表されております施工単価、こ

れを用いての積算ということになりまし

て、この積算方法が変わることによりまし

て試算いたしましたところ、設計価格が上

昇するものでございます。 

 続きまして２１番目のご質問で、残りの

街路灯のＬＥＤ化についてでございます

が、道路管理課で所管いたしております街
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路灯につきましては約１，０５０基ござい

ます。内訳といたしましては水銀灯が約５

００基、蛍光灯が約１９０基、ＬＥＤ灯が

約３６０基でございます。このうち平成３

１年度に１７０基の水銀灯をＬＥＤ化い

たしますので、３３０基の水銀灯が残るこ

とになります。 

 なお、２０２０年には水銀灯製品の製造

中止も決まっておりますが、これによりす

ぐさま市場の在庫全てがなくなるわけで

はございませんが、将来的には球切れの際

の部品調達等もできなくなってまいりま

す。引き続き年間５０基程度を修繕に合わ

せてＬＥＤ化をする。そして五、六年をめ

どに全ての水銀灯をＬＥＤに置きかえて

いきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 竹下課長。 

○竹下水みどり課長 松本委員の２回目

の、２３番目から２６番目までの４点、こ

れのご質問に対してご答弁申し上げます。 

 まず昨年７月の西日本豪雨での市内排

水ポンプ場の稼働状況についてでござい

ますが、西日本豪雨における市内のポンプ

場、これの稼働状況については、当初、大

雨洪水警報が発令されておりましたので

初期防体制が引かれ、ポンプ取水口ゲート

の操作については職員５班編制により対

応しておりました。各排水ポンプ場につき

ましては、味舌ポンプ場の水路系を大阪府

が運転操作、その他のポンプ場につきまし

ては職員により運転監視を行っており、当

時、水路が増水し水位も合わせて上昇して

おりましたので、公共下水道へ排水するた

めの取水口ゲート、これについて開門をい

たしました。それから各ポンプ１４台につ

きましても稼働運転しております。 

 また、市内を横断して流れる番田水路、

これは市内では安威川とほとんど並行し

て走る大幹線水路でございます。これの最

下流に神崎川との合流点、そこに番田水門

という門が設置されてございます。神崎川

の増水により閉門したため、水路上流から

の内水排除のために摂津ポンプ場の取水

口ゲートの開門、それから大阪府の排水ポ

ンプ場、これは安威左岸ポンプ場と言って

いるんですが、それから本市の排水ポンプ

場、この２か所も稼働、これによって本市

管理のポンプ場１５か所全てが稼働して

おります。大規模な大雨でしたので水路の

水位がなかなか下がらない状況でござい

ましたが、ポンプゲートの正常な可動運転

もあり浸水被害は起きませんでした。 

 今後も大雨時に対応できるよう、ポンプ

施設などの日常点検、それから修繕などを

行い、適正な管理に努めてまいりたいと思

っております。 

 それからビニールハウス設置の効果で

ございます。 

 これについては、鶴野苗圃で市民ボラン

ティアと協働によって種から草花を育て

る苗法管理をしておりまして、市内の市民

花壇などへ年間約３万２，０００株を供給

しており、各地域の花壇で四季折々の花を

提供できるよう、専門員であります緑化推

進嘱託員と品種などの調査・研究をいたし

ております。 

 しかし３月、４月の花壇の植えかえ時期

には大量の草花、草苗、花苗が必要となり、

一部の花壇で供給できない状況も発生し

ておりまして、ビニールハウスを設置する

ことで発芽率の向上などで現状の１５％

の５，０００株が増産でき、花壇への供給

量の確保も図れるものと考えております。 

 また、気温に左右されにくいことから多

品種の草花の生育も研究次第で可能とな
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り、多様な草花が花壇の魅力アップにつな

がるよう検討してまいりたいと思ってお

ります。 

 さらには、鶴野苗圃での、花と木の実践

教室の開催の会場には屋根がなく、雨天時

の対応で困っておりましたが、雨天時にビ

ニールハウスで開催することで、教室が雨

に濡れることなく講習を受けれるように

なり、教室の環境の改善も図られます。今

後多くの市民が、花の栽培など、苗圃や市

内花壇などで興味を持ってもらい、楽しさ

ややりがいを感じていただき、活動に参画

いただけるようハード面、それからソフト

面の充実について、緑化推進嘱託員やボラ

ンティアとの議論も深めながら、市内花壇

活動などの緑化の向上を図ってまいりた

いと考えております。 

 次に、緑化推進連絡会の高齢化による、

後継者問題についてでございますけれど

も、緑化推進連絡会の後継者につきまして

は、先ほど述べましたように、緑化推進連

絡会の役員、会員の高齢化が顕著でござい

まして、今後緑化推進連絡会の運営、それ

から花壇活動を実施していただく緑化の

ボランティア、この人材確保が喫緊の課題

と認識しております。鶴野苗圃の取り組み

では、実践教室の卒業生を市内花壇へ誘導

しており、草花に興味を持っておられる各

地域の市民と花壇活動を結びつけること

で、自治会、老人クラブなど、地域を限定

しない、新たな人材の確保を行い、現在卒

業生５団体が花壇活動をされておられま

す。このような方々が、緑化推進連絡会の

運営にかかわってもらえるよう、緑化推進

連絡会役員の意見も聞きながら、検討して

まいります。 

 それからまた今後、近くの公園、あるい

は街角などの緑化活動に、企業やＮＰＯ法

人などの事業者が新たに参画できるよう

な仕組みづくりについても、あわせて検討

してまいりたいと考えております。 

 最後に、遊具の取りかえ時に、健康器具

に取りかえできないのかというご質問で

あったと思います。公園の健康器具につき

まして、大半が明和池公園のように、開設

当時から設置しているものや、委員がご承

知のとおり、まちごとフィットネスヘルシ

ータウン事業、これで設置しているものが

ほとんどでございます。そのほかについて

は、遊具の撤去・交換時に、地元自治会な

どの地域の要望により、健康器具に取りか

えている場合がございますが、公園に別の

遊具が設置されてあることや、子どもや高

齢者の利用状況、これを見ながら公園の機

能が損なわないように、慎重に検討した上

で、設置しております。しかし、市内公園

の遊具においては、撤去したまま復旧でき

ていない大きな大型遊具もありますこと

から、少なくとも小規模遊具については、

同等程度の遊具に取りかえることに注力

してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 寺田課長。 

○寺田建築課長 ２７番目の２回目のお

問いでございます。空き家対策で、昨年の

地震、台風の被害の後のダメージによりま

す啓発であったりだとかの考えについて、

お問いがありました。 

 まず、昨年の災害による家屋等の被害と

いうものは、住まわれている、住まわれて

いないにかかわらず、非常に多大な損害が

あったと認識いたしております。この空き

家に関する地域の住民等からの苦情は、１

１５件ほどあった事実がございます。 

 こちらにつきましては、公聴を担当され

ている自治振興課、我々建築課の窓口にも
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お問い合わせがございましたので、自治振

興課と連携して、現地の調査に当たり、被

害の程度をまず現状確認するというとこ

ろと、所有者をまず探索するというところ

で、固定資産税課のお力もお借りしながら、

その所有者のほうへ改善の依頼の文書を

発送するなど、所有者のほうに対しまして、

善処していただくように、お願いのほうを

しておるところでございます。 

 ただ、すぐさま気づいていただいて、改

善されている場合もあれば、なかなか反応

もお見せいただいてないというところも

ございます。居住されている家屋につきま

しても、なかなか施工業者の人手不足で、

対応ができないというようなところであ

ったりだとか、見積もりすらとれないとい

うような状況は、これとは別に４階の窓口

で対応させていただいている被災住宅の

修繕支援金の窓口でも、よく市民のほうか

らお聞かせいただいてるところでもござ

いますので、そのあたりについては、引き

続きこちらのほうは対応のほうを見守り

ながら、引き続き取り組んでいきたいなと

思っております。 

 ただ、この地震、台風によりまして、屋

根の落下であったりだとか、外壁の崩落、

そういうような第三者に対する損害のお

それもございますので、所有者のほうに対

しましては、万が一の場合の賠償責任のリ

スク等も含めての内容で、積極的な啓発に

取り組んでまいりたいなと考えておりま

す。 

 続きまして、２８番目の多世代同居・近

居支援の制度の周知の方法というところ

のお問いでございました。 

 こちらにつきましては、制度の開始は、

７月から予定をさせていただいておりま

す。ですので、これから制度のＰＲに向け

て、広報誌、市ホームページはもとより、

この不動産関係であったりだとか、建築事

業者、関係業界団体も当然市内にもござい

ますので、そういうところにも働きかけを

するなり、検討して、適宜周知に努めてま

いりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 西川部参事。 

○西川建設部参事 それでは、３０番目の

質問、地形図についての用途、活用方法に

ついて、お答えさせていただきます。 

 地形図につきましては、ふだんは都市計

画課の窓口で、開発業者等に販売しており

ますが、最近では庁内で共有されておりま

す、統合型地形情報システムや、ＦＭポー

タルサイトなどのベースの図面、地形図と

して活用されるようになってきておりま

して、修正の必要性が高まって今回修正い

たすものでございます。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 それでは、３１番目

の千里丘出張所耐震改修工事に関連して

の職場環境の向上についての、２回目の質

問にお答えいたします。 

 消防庁舎は、消防職員の職場でもあり、

一方では、２４時間３６５日、寝泊まりし

生活する施設でもありますことから、労務

管理及び安全衛生上、職場環境の向上は、

大変重要であると考えております。今回の

改修で、特に向上が必要な箇所でございま

すが、老朽化した照明機器の更新と、仮眠

室の半個室化でございます。 

 照明機器は、老朽化がひどく、室内の照

度が低く感じられ、職員の目や体調に支障

を来すおそれも考えられますことから、更

新をするものでございます。 

 仮眠室の半個室化につきましては、平成
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２８年度に、先に本署の改修が行われ、本

署で勤務する職員や、消防職員で構成され

ております安全衛生委員会におきまして

も、非常に高い評価を得ております。また、

インフルエンザ等の感染症の流行時にお

きましても、半個室化することにより、職

員間での感染拡大防止にも大きな効果が

あるものと考えております。今後も防災拠

点としての面ではもちろんのこと、職員が

寝泊まりする施設として、適切な維持管理

に努めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 日野参事。 

○日野警備課参事 松本委員の３２番目、

２回目のご質問であります。Ｎｅｔ１１９

緊急通報システムと車両出動計画を変更

する効果、期待について、ご答弁申し上げ

ます。 

 まず初めに、Ｎｅｔ１１９緊急通報シス

テムを、導入する効果といたしましては、

音声によらない通報に不安がある、聴覚や

言語機能障害者の方々が、自宅や外出先か

ら、スマートフォン等のインターネット機

能を利用して、音声による簡単な操作で１

１９番通報が行えるものでございます。今

後は、関係部局と連携を図りながら、Ｎｅ

ｔ１１９緊急通報システムの導入を進め

てまいります。 

 続きまして、出動計画を変更する効果と

いたしましては、計画選別を直近選別に変

更することで、災害住所に一番近い救急車

を１１９番入電とともに、自動選別でき、

現場到着時間を短縮することが可能とな

ります。また、効率的な救急車の運用を図

ることができるものでございます。今回の

出動計画は、救急体制の強化を第一の目的

に掲げておりますので、増え続ける救急需

要に的確に対応してまいります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 木下課長。 

○木下警備課長 それでは３３番目、松本

委員からの２回目の質問について、お答え

いたします。 

 昨年の７月６日でございましたが、西日

本の記録的大雨により、特に広島県、岡山

県に甚大な被害が発生したため、各知事か

ら要請を受けた消防庁長官の指示により

まして、緊急消防援助隊大阪府大隊といた

しまして、本市からは消火隊、救急隊とし

て、各２回、計１６名を広島県へと派遣し、

被災地への応援の対応を実施したもので

ございます。災害現場での活動は、人命救

助が主眼でございますが、派遣中は早朝か

ら日没まで水没し、倒壊された建物の瓦れ

きと泥の中、また異常な猛暑で過酷な環境

の下、懸命に救助活動を実施したものでご

ざいます。 

 なお本市における、緊急消防援助隊登録

は、先ほど申し上げましたとおり、消火小

隊１隊５名、救急小隊１隊３名となってお

りますが、それに加えまして、本年４月１

日からは、後方支援隊１隊２名を増隊・増

員する予定でございます。 

 これは、南海トラフ地震・首都直下地震

等で、発生が懸念される国家的な非常災害

に備え、全国レベルで緊急消防援助隊の増

隊を図るものでございます。緊急消防援助

隊は、今後ますますの需要が増すとともに、

隊員の高度な技能・技術が求められる傾向

となってございます。今後におきましても、

今まで出動いたしましたもろもろの教訓

を生かしまして、より迅速・確実に出動し、

より効果的な人命検索が可能な消防体制

を目標といたしまして、大災害を想定した

各種訓練に参加し、さらなるスキルアップ

を目指していく必要があると考えており
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ます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 それでは、３５番目

の消防団についての２回目の質問の、災害

時の消防団活動マニュアルの作成状況に

ついて、お答えいたします。 

 昨年６月から、立て続けに発生いたしま

した地震、豪雨、台風等の自然災害での対

応においての検証を行い、反省点を踏まえ、

課題の抽出を行ってまいったところでご

ざいます。その中で消防団は、火災に関し

ての訓練や活動内容については、長年の経

験や先人からの指導の下、その知識、技術

を身につけ、これまで火災現場での消火活

動で力を発揮してこられました。 

 一方で、自然災害時の活動におきまして

は、消火活動と同様に統一された訓練や活

動マニュアルがなかったことから、どのよ

うな活動をすればいいのか、どう動けばい

いのかなどの意見が出され、はっきりとし

た課題が見えました。その後、災害の経験、

反省も踏まえまして、災害活動の充実が図

れるよう、消防団本部を含め分団長級で組

織されております消防団活性化検討委員

会で、活動マニュアル案の策定に向け、協

議してまいりました。昨年１０月以降、計

２回の委員会を開催していただき、各種災

害時における活動マニュアル案を策定し

ていただき、副団長以上の幹部会議でご審

議いただき、承認されたところでございま

す。 

 内容につきましては、火災対応及び地震、

台風、水災対応との参集基準、災害時にお

ける出動体制や安全管理、指揮系統、活動

内容等を記載いたしましたもので、あくま

でも基本的なマニュアルとなっておりま

す。災害は、必ずしも予測されたように展

開するものではなく、消防団、消防本部、

関係機関と連携し、随時見直しを行い、実

効性を高めてまいりたいと考えておりま

す。 

 なお、マニュアルにつきましては、４月

７日に開催されます分団長以上の会議で

の配付を予定しております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 それでは、３回目の質問

をさせていただきます。ほぼほぼ、要望に

なります。 

 まず１番目、市の財政についてというと

ころで、消費税増税の影響というのが、

多々、あるということについては、理解い

たしました。やはり今、さまざまな事象が

起きても、しっかりと本市の市民の福祉増

進のために対応するということが求めら

れているかと思います。将来を予測して、

適切な財政運営を引き続きしっかりして

いただくよう、要望いたします。 

 １番目は、以上です。 

 ２番目につきましては、課税事務事業に

ついてというところで、昨年度の反省を非

常により具体的に対応していただいてい

ると理解をいたしました。ぜひ課税事務に

ついては、納税は国民の義務の一つとして

ございます。適切に実施していただくよう、

要望いたします。あわせて業務の効率化と

言われておりました。次年度は、その総務

事務センター等ともいろいろされると聞

いております。そのようなセンターの活用

方法あるいは、今言われておりますＡＩを

活用した事務等も今後研究されることも

必要なのかなと考えております。 

 以上、２番目には以上です。 

 ３番目、課税事務事業、同じところで、

昨年の大阪北部地震の教訓をしっかりと
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生かして、残して、震災への迅速な対応に

準備しているというところを理解いたし

ました。まさに今どのような状況になって

も市民の信頼を得る市として、しっかりと

ノウハウを蓄積し、次に伝え、適切に実 

施していただくように要望いたします。 

 ３番目は、以上です。 

 ４番目、庁舎西別館解体と工事というと

ころで、民間事業者等とまだ決まってない

というところで、西別館跡地の活用という

のは結構ですけども、しっかりと市のイメ

ージを崩さぬような事業者選定というの

を要望いたします。 

 また、妥当な事業者が決まるまでは、も

し時間があくようでしたら、例えば整地し

て、健康体操や朝市などができる広場とし

て活用することもいいのではないかと考

えます。この事業については、慎重に進め

られることをあわせて要望いたします。 

 続きまして、６番目の防災管財課人件費

のところで、防災管財課と他の部局につい

ても、災害時は班体制にしっかりと移行す

ると。昨年の大阪北部地震の反省も踏まえ

てされるというところで理解いたしまし

た。 

 ぜひ、全職員が大阪北部地震において、

管財係が果たされた準防災管理係として

の認識と行動ができるように、しっかりと

全庁体制で取り組むべきものと考えます。

ぜひ、平時の防災業務と有事の災害対応業

務のそれぞれの特徴を適切に把握して、よ

り効率的な体制というものもしっかりと

検討していく必要があるのかなと考えて

おります。それによっても、大阪北部地震

の検証も踏まえて、検討するように要望い

たします。 

 最後に、防災管理係については、その職

務についた限りには、防災危機管理のプロ

としての誇りを持ち、適切なリスクマネジ

メントを実施するように、その職務に邁進

していただければと思います。 

 ６番目は、以上です。 

 ７番目の自主防災組織支援事業につい

てのところですけども、避難所、やはり市

長が全庁体制でやっていくというところ

では、自主防災訓練に関係所掌、例えば避

難所班担当の部署などが、実際に動く職員

が参加するということが大切なのではな

いかと、私も思います。これによって、全

職員の防災意識向上につながり、担当職員

と地域の方が顔を合わせる貴重な機会と

もなります。かつ、防災管理係の負担軽減

につながり、指揮系統内部統制上の課題解

決に専念できると考えます。 

 ただし、これには教育委員会などの他部

署間にわたるため、庁内調整の状況を見る

と、少々円滑な調整が難しいのではないか

と、心配しております。そこでぜひ、副市

長にリーダーシップを発揮していただき

たいと思いますが、お考えをお聞かせくだ

さい。 

 続きまして、９番目については、総合防

災演習の取り組みと、その成果ということ

については、理解いたしました。この演習

や訓練というその実行動によって、計画と

その組織の訓練というのは、実行動によっ

て、計画とその組織の妥当性を示すものと

考えております。高槻市では、より多くの

地域市民と実践的な訓練をされておりま

すけども、この実践的な訓練が非常に必要

になっていると考えます。改めてこの演習

の性質上、実践的な訓練についても、本市

としても必要であるかと思いますけども、

どうお考えかお聞かせください。 

 続きまして、１１番目の防災士取得費用

助成金というところですが、広く呼びかけ
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て、多くの方になっていただくと、自助の

強化にもつながると理解いたしました。こ

の防災士取得費用助成金と、防災サポータ

ー制度は、共助の強化のためには、大きく

期待するものであります。防災士は、防災

サポーターをふやすための動機づけにな

ると理解しております。 

 しかしながら、この取り組みはとても大

変であることも認識すべきかと思います。

この制度は、担当部署のやはり大きな負担

につながるかと思います。宮古市では、当

初の防災士取得費用の支援だけで済むも

のですが、仙台市では、この地域防災リー

ダーを取得させ、維持するためのフォロー

対応等々で職員一人は必ずとられている

とお聞きしております。ただ、それだけの

価値が、その防災士資格補助制度にはある

と考えております。ぜひ、三助の有機的ネ

ットワークを確立するために、防災サポー

ターが地域で防災講座を行えるように、自

主防災訓練で防災サポーターが主導して、

避難所運営訓練を行えるように、しっかり

とどのような役割を持たすのかを長期的

視点で実施するように考慮しなければな

りません。 

 最後に、この制度で大切なのは、共助、

強化するための防災サポーターをどう育

成するかということであります。その能力

向上及び動機づけとして、防災士資格補助

も活用し、そしてしっかりと運営していた

だきたいと思います。これが適切に運営す

ることができれば、共助強化の先進的な摂

津市モデルとしての誇れるものとなると

考えております。大いに期待するものであ

ります。しっかりと進めていただくよう、

要望いたします。 

 続きまして、１２番目の職員用携帯版・

災害対応初動マニュアルについてという

ところで、災害対策運営マニュアルや、淀

川氾濫対応マニュアル等々も、地域防災計

画とあわせて修正していくということを

認識いたしました。なぜ、私がここまでマ

ニュアルにずっとこだわるかと言うと、理

由にしたら大きく二つございます。 

 一つは、リスクマネジメント、リスク管

理の基本となるものであります。マニュア

ルがなければ災害が起きたとき、その都度

考えるでしょうか。一時を争う状況におい

て、そのような無為の時間がどれだけ被害

拡大リスクに直面するかは、大阪北部地震

において、皆さんが理解しているものかと

思います。全員が情報共有できるものがマ

ニュアルです。例えどんなによいアイデア

があろうかとも、それが一人の個々の頭の

中にとどまっていれば、それはないと同じ

です。 

 そしてまたマニュアルは、ＰＤＣＡサイ

クルに欠かせないものです。計画、マニュ

アルがなければ、訓練はできません。訓練

ができなければ、防災政策の妥当性を評価

することもできません。そしてまた有事に

おいても、迅速な対応を促し、状況に即し

て応用を講じることもできます。それとは

逆に、根拠のない考えと行動というのは、

リスクの塊であって、市民の命を守る市と

しては、あってはならないものと考えます。

まさに、地域防災計画により明文化されて

いれば、それを読んでリスクを予測し、そ

して訓練して改善するリスク管理ができ

ますが、やはり何もない状況では、適切な

リスク管理というものができないという

のは、言うまでもありません。 

 そこで、防災管財課として、大阪北部地

震の教訓を踏まえ、各部署に対して、班行

動マニュアル、そして福祉避難計画、避難

所運営マニュアル等も整備させる必要が
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あるかと考えますが、どうお考えかお聞か

せください。 

 続きまして、１６番目の交通安全推進事

業というところで、自転車マナー等々、そ

の対策について路面標示等もされている

と理解いたしました。やはり、本市には道

路幅を十分に確保できない地域が多く、車

への働きかけ、そして自転車への働きかけ、

歩行者への働きかけと、それぞれアプロー

チする総合的な交通安全対策が必要と考

えております。 

 例えば、歩道と車道が区別されていない

狭い道路においては、歩行者用レーンを引

いて、少しでも車、自転車等、歩行者の錯

綜を避け、安全を確保することも交通安全

対策として、検討する価値があるのではな

いかと考えます。交通安全対策は、市民の

要望の非常に多いものございます。継続し

て行うとともに、先進事例の研究等も進め

られるように、要望いたします。 

 続きまして、２０番目の道路維持作業の

ところで、街路樹剪定委託料の増額になっ

ている理由については、おおむね理解いた

しました。積算方法の変更とか、労務単価

の上昇ということが理由と。道路の維持と

いうのも、これも同じように市民生活に直

結するもので、要望が多いものでございま

す。引き続き適切に実施していただくよう、

要望いたします。 

 ２０番目は、以上です。 

 続いて、２１番目の街路灯修繕事業につ

いてというところですが、五、六年をめど

に、全ての街路灯をＬＥＤ化されるとのこ

とですけども、本市は環境に力を入れてお

り、適切な対応であると。 

 また、交通安全にも準じるものと認識し

ております。引き続き、適切な維持管理と

いうものをしっかりと行うように、要望い

たします。 

 ２１番目は、以上です。 

 続きまして、２３番目の排水路ポンプ場

管理事業、電気設備等調査設計業務委託料

についてというところで、西日本豪雨にお

いては、全てのポンプ場が稼働して、活躍

したことによって、浸水被害を防げたとい

うところを、強く認識いたしました。見え

ぬところで、しっかりと活躍していただい

たと高く評価するものです。ぜひ引き続き、

安全・安心なまちづくりには欠かせぬ排水

路ポンプの適切な維持管理というのを行

うように、要望いたします。 

 続きまして、２４番目の花壇等の維持管

理充実事業について、ビニールハウスの効

果が展示対応、多品種生産・増産という効

果があるということは、理解いたしました。

花というのは、地域環境の充実、整備には

必要であると認識しております。引き続き、

市の美化につながる取り組みをしっかり

と皆さんと一緒に進めていただければと

思います。 

 これは以上です。 

 ２５番目の緑化推進連絡会補助事業に

ついては、先ほどの花壇整備等に踏まえて、

市の緑化・美化活動に大きく貢献している

事業というのは、しっかりと継続させる必

要があると認識しております。そのために

は、先ほど言われたように、個人やボラン

ティア団体、そして企業、あるいはＮＰＯ

法人なども積極的に取り組むことが、必要

になろうかと思います。特に花については、

一番見やすいもので、地域連携のＰＲにも

なります。つながりのまち摂津を見える化

するには、もってこいのものかと考えます

ので、今しっかりと仕組みを研究するよう

に、要望いたします。 

 ２５番目、以上です。 
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 続きまして、２６番目の公園遊具補修事

業についてですけども、健康器具という条

件については、把握いたしました。少ない

けれども、ぜひ建設部としても、本市とし

て健康のまちづくりを、どう具現化してい

くのかをしっかりと検討していただけれ

ばと思います。 

 まさにその予算の制約があるというこ

とは、理解しております。健康器具という

ものは、公園に一つだけではやはり効果が

低いため、高い効果を得るには、数を設置

することが求められますが、現状として厳

しいと考えております。はたまた子どもた

ちのための遊び場が減ってもいけないか

なと思います。 

 そのような状況においては、例えば以前

も言いましたけど、ウオーキングコースの

各公園の場所に一部交換等で設置するこ

とによって、小規模で比較的安く、かつ効

果が得られるものかと考えます。ぜひ、保

健福祉部と連携し、また地域の高齢者ニー

ズを把握し、検討するように要望いたしま

す。 

 ２６番目は、以上です。 

 続きまして、２７番目の特定空家対策事

務事業についてというところで、いろいろ

と苦情もあって、措置をしっかりしていく

というところを認識いたしました。ぜひ、

特定空き家も含めた空き家対策について

は、防犯・防災、そして今、交通安全の観

点からも、しっかりと取り組まれることを

要望いたします。 

 ２７番目は、以上です。 

 続きまして２８番目、多世代同居・近居

支援事業についてというところですけど

も、周知方法については７月４日の開始に

合わせて、しっかりとやっていくというと

ころを理解いたしました。ぜひ、３世代フ

ァミリー、これを支える政策ということで、

しっかりと周知して取り組まれるよう要

望いたします。 

 ２８番目は、以上です。 

 続きまして、３０番目の一般事務事業、

地形図修正図化委託料についてというと

ころで、庁内で使用するものと理解いたし

ました。新しくされるということで、しっ

かりと有効活用していただければと思い

ます。 

 これについては、以上です。 

 続きまして３１番目の、千里丘出張所耐

震改修工事についてと、いろいろと職員が

最大限発揮できる職場環境、出張整備を進

められているということで、理解いたしま

した。しっかりと引き続き、その思いとい

いますか、その計画に準じて、しっかりと

実施されるように要望いたします。 

 ３１番目は、以上です。 

 指令・通信事業につきましても、より多

くの効果というものが期待されるという

ことは、理解いたしました。そのＮｅｔ１

１９では、やっぱりより多くの方に、関係

者に対して使えるように周知していくこ

とも必要かと思いますので、しっかりと進

めていただくように要望いたします。 

 ３２番目は、以上です。 

 ３３番目の、災害応援と活動事業につい

ては、実際に昨年の現場というものも、し

っかり教えていただきまして、さらには、

国レベルで大災害対応が求められて、そし

て今実行されているということについて

は、理解いたしました。まさに広域連携、

大災害対応というのは、全国での共通の認

識かと思います。本市としても、しっかり

としていかなければいけないというのは、

強く認識するところでございます。引き続

きこの災害応援と活動事業については、整
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備していただくように要望いたします。 

 ３３番目は、以上です。 

 最後、３５番目の消防団活動事業につい

てというところで、マニュアルについては、

もうおおむね案が完成できて、これから各

分団等にいろいろと周知等々やっていく

ということで、しっかりと進められている

ことを理解いたしました。これでそごがな

くなり、一致した認識で災害対応ができる

かと思います。一度そういったものができ

れば、適時修正し、実情に合わせて修正す

るようにも要望いたします。 

 また、災害時の消防本部と連携強化、連

絡所への強化も必要と考えます。各分団へ

の無線機の配付等も含めた連絡手段の確

保について、研究するようにあわせて要望

いたします。 

 ３回目は、以上です。 

○渡辺慎吾委員長 ３点について、答弁を

求めます。 

 副市長。 

○奥村副市長 それでは災害対策につい

て、一般論になりますが、ご答弁させてい

ただきたいと思います。 

 現行の防災法制度は、昭和３６年に制定

されました。災害対策基本法を中心に、多

くの法制度から構成されております。これ

らの法制度は実際に、大きな被害がもたら

された災害や事故を契機に、新たに整備さ

れた、あるいは改善されたという経緯で、

過去の経験や教訓に基づいて法整備がな

されてまいりました。一つ、災害対策とし

ての、メルクマールとしての基本法と思っ

ております。 

 この中で第２条の２では、基本理念が列

記されております。災害の最小化、迅速な

回復、復興、人の生命及び身体の最優先保

護等が掲げられております。この理念を実

現するために、関係団体の役割分担及び連

携協力の確保がうたわれておりまして、第

３条では国の責務、第４条では都道府県、

第５条で市町村、第６条で指定公共機関等、

第７条では住民等の責務が記載されてお

ります。 

 市町村の責務を申し上げますと、地域に

かかわる防災に関する計画の作成及び法

令に基づき、これを実施する責務、住民の

自発的な防災活動の促進を図り、市町村の

有する全ての機能を十分に発揮する。また、

消防機関、水防団、その他市町村の機関の

相互協力等が掲げられております。 

 公助の具体的な例といたしまして、災害

発生時に市、消防、警察、自衛隊などによ

る災害活動、避難所開設、救援物資の支給、

仮設住宅の建設等、また減災のための避難

所の指定、整備、建物の耐震化工事助成金

の支給、災害情報の周知等が挙げられてお

ります。 

 過日、新聞報道がございました。その報

道によりますと、政府の地震調査委員会が

公表いたしました地震の長期評価では、今

後３０年以内にマグニチュード７以上の

地震が起きる確率は、日本海溝沿いで、特

に宮城県沖では、９０％という高確率にな

っております。本市を含む近畿圏で最も心

配しておりますのは、やはり南海トラフ地

震がございます。東日本大震災におきまし

ては、本来被災者を支援すべき行政自体が

甚大な被害を受け、行政機能が麻痺した例

もございます。大規模広域災害時における、

公助の限界が明らかになっております。自

助、共助、公助がうまくかみ合わなかった

例もございます。いずれにいたしましても、

いつ何時どのような自然災害が起こるや

もわかりません。自助、共助、公助がそれ

ぞれ連携強化して、災害に対して備えなけ
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ればならないことは、言うまでもございま

せん。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 では、３回目のご質

問にお答えいたします。 

 まず総合防災演習、より実践的な訓練に

するべきではというお問いでございまし

た。これまでの総合防災演習、我々といた

しましては、ややセレモニー的な要素が強

いというお声があるのは、もう十分承知し

ております。ただ、これまでの訓練を見ま

すと、関係機関が一堂に会しまして、顔の

見える関係を築ける場、横の連携を築ける

場として、一定価値のあるものと考えてお

りますけれども、訓練内容そのものが、こ

れで十分だとまではとても言い切れない

と考えております。昨年の防災経験、災害

経験を踏まえまして、今後どのような総合

防災演習にしていくべきか、より実践的な

訓練にするためには、どうすればいいかと

いう検討を今進めているところでござい

ます。 

 続きまして、１２番目のご質問でござい

ます。 

 班ごとの、行動マニュアルであったり福

祉避難計画、これらそれぞれの班でありま

したり、担当部署がつくるマニュアルでご

ざいます。それぞれの部署がしっかりつく

るように、我々防災管財課も働きかけてま

いりますし、任せっきりになったら、後手

後手に回る場合もあるやと思いますので、

我々もお話の中に入らせていただいて、担

当課が中心ですが、導いていくという立場

で、担当課のほうで責任を持ってつくって

いただきたいというふうな形で動いてま

いるつもりです。 

 よろしくお願いします。 

○渡辺慎吾委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 それでは、４回目の質問

をさせていただきます。 

 まず、７番目の自主防災組織支援事業に

ついてというところで、副市長のいろいろ

な思いについては、理解いたしました。し

かしながら、そこで私がお聞きしたのは、

自主防災訓練に他部署や消防、それだけで

なくて、各関係所々が参加すべきではない

かと。それに対して、難しいというところ

を考えれば、副市長にリーダーシップを発

揮していただきたいというお問いでござ

います。そちらについて、改めてもう一度

お聞きしたいと思います。 

 続きまして、９番目の防災演習事業につ

いてというところですが、いろいろと検討

していくと、そういうことについては、理

解いたしました。実践的な訓練の必要性と

いうところをしっかりと認識していただ

きたいと思います。やはりその災害という

ものは、平時においてはあくまでも想像の

中のものであります。そのため、平時にお

いて、防災業務の妥当性とは、訓練、演習

をすることによって、初めて証明されるも

のであります。それは有事を前提にした組

織、すなわち自衛隊、消防、そして防災管

財課の共通事項であるかと思います。まさ

にプロとして、そして市民の税金を付託さ

れている以上、安全・安心のまちづくりを

市民に対して見える形で証明するという

ことが、必須であります。 

 さらには、どこまで実践的な訓練、演習

を行えるかによって、市の危機対応力の現

状というものが見えてまいります。市民に

対して、大阪北部地震の教訓を反映した危

機対応力を証明するためには、高槻市など

が行ってる総合訓練等を参考にし、これか

ら行う防災サポーターを含めた三助を有



- 54 - 

 

機的に連携させた総合訓練を企画、実施す

ることが望まれます。これについては、ま

だ時間がかかると思いますので、ぜひ研究、

検討するよう、要望いたします。 

 なお、先日行われた情報連携訓練を公開

されたというのは、現在の状況を示すとい

うことに関して、適切であったと考えます。

引き続き、災害対策本部運営訓練をされる

いうことですが、しっかりと防災政策の妥

当性というものを証明できるように公開

し、取り組んでいただくこともあわせて要

望いたします。 

 ９番目は、以上です。 

 次に、１２番目のマニュアルの件ですけ

ども、各部署に対してマニュアルを整備さ

せることの必要性については、理解いたし

ました。先ほどのマニュアルにこだわる理

由の一つ目のリスク管理と、二つ目がノウ

ハウの蓄積だと考えております。 

 昨年６月議会にて、市長の言われた「摂

津市は永遠」という言葉には、まさに事業

の継続性というものが不可欠です。事業の

継承を行うためには、しっかりと明文化し

て、適切に申し送ることが必要になります。

やはり人は忘れるものということを認識

しなければなりません。ぜひ、もろもろの

マニュアルについて、防災対策検討委員会

が行う地域防災計画の修正も含めて、しっ

かりと取り組みを要望いたします。 

 そして防災管財課としては、防災管理係

の限られた人員で何をすべきか、司令塔と

して何をすべきか、しっかりと仕事に優先

順位をつけ、スケジュールを設け、適切に

整備することもあわせて要望いたします。 

 以上で質問を終わります。 

○渡辺慎吾委員長 副市長。 

○奥村副市長 それでは、再度の質問にお

答えしたいと思います。 

 自主防災訓練、市内それぞれの地域でや

っておられます。もちろん職員と同時に、

地域の住民ということは、忘れてはならな

いと思っております。手元に資料がないの

で詳しい数字はわかりかねますが、今、摂

津市内に住んでおられる市職員、３割台ぐ

らいかなと思っております。もちろん地域

住民として、摂津市の開催する自主防災訓

練、ここは公務員ということではなしに、

住民としてもやはり参加していただきた

いと思っております。 

 それから他市でも、自主防災訓練をやっ

ておられると思います。そこについても、

他市の市職員についても積極的に参加す

るよう、これはしっかり促していきたいと

思っております。決して防災は、市内であ

ろうとも、市外であろうとも、いわゆる住

民の責任として、自分の命を守る、これは

職員であろうとも、住民であろうとも変わ

りはございませんので、そういうことでし

っかり促していきたいと思っております。 

○渡辺慎吾委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 質問の答えというとこ

ろで、市外という言葉は私は一言も使って

おりません。私が言いたいのは、やはり自

主防災訓練において、防災管財係でなく、

やはり、これから避難所運営をしっかりと

されているということで、やはり避難所運

営班というのも関係するところが、実動部

隊が一緒になって訓練するということが、

必要不可欠になってまいります。市長が言

われる、全庁体制の取り組みというものは、

まさにそういうことかと思います。市長の

言われる全庁体制をどう具現化していく

というのは、まさに副市長をリーダーシッ

プとした各皆様方が協力し、そして総務部

長がしっかりと調整をして、それぞれの現

場において実演をさせると、その必要があ
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ると思います。それについては、しっかり

と実施を検討して、取り組んでいただくよ

う要望いたします。 

 最後に副市長に、「まちごと・丸ごと」

防災体制の実現に、やはりしっかりと各部

を指導する責務と、そして防災対策検討委

員会の座長としての責務を果たされるこ

とを期待いたしまして、この質問を終わら

せていただきます。 

○渡辺慎吾委員長 松本委員の質問が終

わりました。 

 暫時休憩いたします。 

（午後３時１４分 休憩） 

（午後３時４３分 再開） 

○渡辺慎吾委員長 再開いたします。 

 ほかにございませんか。 

 南野委員。 

○南野直司委員 代表質問もさせていた

だきましたので、６点だけご質問したいと

思いますので、よろしくお願いします。 

 予算概要の２０ページです。情報化推進

事業、３億４，９０９万円についてです。

午前中からさまざまな議論があったわけ

ですけれども、サーバーをクラウド化して

いきますという議論です。私はこのサーバ

ーをクラウド化するということは災害等

に備えた情報管理を実施するためのサー

バーをクラウド化と理解しておりまして、

私たちはパソコンを使っておりますと、マ

イクロソフトのＯｎｅＤｒｉｖｅがあっ

たり、アップルのｉＣｌｏｕｄがあったり、

例えば、自分が使っているパソコンが何ら

かの原因で壊れてしまったけれども、そこ

に預けているデータは生きているんだと

いうことなのかなと理解しておったんで

すけれども、市役所で管理しているさまざ

まな市民の方の情報であったり、そういう

情報を一旦クラウドに預けられるのかな。

また、この摂津市役所庁舎は、大正川があ

って、安威川があって、もし河川が氾濫す

ると２階、３階ぐらいまで最大浸かってし

まうということも踏まえてのデータを預

かられるのかなと理解していたんですけ

れども、その観点からお聞かせいただきた

いと思います。 

 次です。予算概要８６ページ、街路灯修

繕事業。２，０００万円ですか。これも午

前中から議論がありまして、環境負荷の低

減に向けた取り組みとして、平成３１年度

は１７０基の街路灯をＬＥＤに交換して

まいりますということで、先ほど課長から

ご答弁がありました。私、よくウオーキン

グに行くんですけれども、山田川沿いをず

っと歩いて、そして、突き当たりが安威川

川になっているんですけれども、塩野義製

薬があって、立派なソフトボールのグラウ

ンドもできまして、そんなのを見ながらず

っと左に市役所のほうへ行きますと、道路

管理課が管理されておられます防犯灯が

何本か、１０本ぐらい設置されていたと思

うんです。随時それもＬＥＤにかえていっ

ていただいているんですけれども、あと３

基ぐらい蛍光灯のものが残っていたんで

すけれども、先ほど課長のご答弁でいただ

いてましたその数にそれも入っているの

かなと認識したんですけれども、ちょっと

細かい部分ですけれども、お聞かせいただ

きたいなと思います。 

 それから、予算概要８８ページの都市計

画審議会事業についてです。これは予算額

としたら１８万８，０００円ということで

あります。生産緑地の取り組み、いわゆる

生産緑地の指定の面積要件が５００平米

から３００平米に引き下げられまして、そ

して、この２月からもそういった説明会を

とって新たな追加指定。特定生産緑地の指
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定。産業振興課と連携を取りながら実施し

ていただいておりますけれども、事前相談

会であったり、申請の受付を平成３１年度

にされると思いますけれども、その具体的

な中身についてお聞かせいただきたいと

思います。 

 予算概要９２ページ、緑化推進事業８３

万８，０００円についてでございます。誕

生記念植樹祭の取り組みを年に２回、明和

池公園で実施していただいております。私

はこの取り組みは本当に他市にないすば

らしい取り組みなのかなと認識をしてお

ります。そして、その植樹祭に参加できな

い方等々は、誕生記念樹を贈呈されるとい

う取り組みをずっと摂津市続けてしてい

ただいておりますけれども、平成３１年度

の取り組みと合わせて、近年の参加者の推

移などがもしあれだったら聞かせていた

だきたいなと思います。 

 ５点目です。予算概要１００ページ、消

防団活動事業。２，９７０万８，０００円

についてでございます。先ほども議論があ

りましたけれども、消防団の非常時の活動

マニュアルを作成されて、新年度、また分

野団長会議等々で配布されて取り組んで

いくんだというご答弁があったと思いま

す。私自身も消防団として昨年、大阪北部

地震、台風２１号を経験させていただきま

して、消防団の皆さんと、地震のとき、そ

して、特に台風のときは道路に瓦れきが散

乱したり、いろいろと消防団、地域の皆さ

ん、活動服を着ていたら呼んでいただいて、

あれやって、これをやってと一緒に地域の

人と片づけ等々もさせていただいて、いろ

いろ経験をさせていただいたなあと思っ

ています。その中で活動マニュアルをつく

られて取り組んでいくんだということな

んですけれども、頭の中で整理してみます

と、台風についてはある程度は進路がわか

っていますから、大体災害時における要援

護者の方等々も先に避難されている方も

いらっしゃると思うんですけれども、地震

なんかは突然起こることで、そんなときに

マグニチュード９クラスの南海トラフ巨

大地震が起きますと多くの家が倒壊して

しまうのかなと思います。そのときに消防

団としても先にしないといけないことは、

共助の観点から人命救助。もちろん、自分

の家族も心配ですけれども、まずはそこへ

行くのかなと思うんです。そういう具体的

にマニュアルの中身。人命救助という項目

はマニュアルに入っているのかなと思い

ましたので、その中身についてお聞かせい

ただきたいなと思います。 

 それから、最後です。予算概要１０２ペ

ージ、情報収集伝達体制整備事業、２，４

１９万２，０００円、または、防災対策事

業８，４４７万２，０００円に当たるのか

なと思います。昨年の地震、台風を経験し

て、私自身は何よりも多く大事なことがあ

ると思うんですけれども、特に感じたのは

ブルーシートの配布の情報等々を市民の

人に迅速に知らせる方法をという部分で

情報伝達という部分で非常に大事だなと

経験して感じたわけですけれども、私がず

っとご提案させていただいておりますの

は、教育委員会のほうで、消防も使ってい

ただいている、安全安心メールです。希望

者の方に登録していただいて、学校の情報

もそれで入ってきます。教育委員会、各学

校の情報、インフルエンザの情報だったり、

消防のほうは、消防団のほうに火災情報を

いただいています。あれは本当に便利です。

スマートフォンでない携帯電話でも、情報

が入ってきますので、そういう安全安心メ

ールを使って災害時にそういう情報を迅
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速に市民の皆さんへ発信していくという

方法について、それから、広報板が摂津市

内にはたくさんありますけれども、そうい

う広報板を利用して、情報を伝えていく

等々の情報伝達という観点をどのように

考えられるかご答弁いただきたいと思い

ます。 

 １回目を終わります。 

○渡辺慎吾委員長 槙納課長。 

○槙納情報政策課長 それでは、一番目の

質問にご答弁させていただきます。 

 自然災害等により、もし、サーバーが物

理的に破損、委員のご指摘のように水没を

した場合、新しいサーバーを調達し、デー

タの復元まで相当な時間を要することに

なります。 

 また、復旧作業の間はシステムを利用す

ることができなくなるため、業務に大きな

影響を及ぼすこととなります。こうした災

害のリスクを回避する対策として、データ

センターを活用したクラウドは有効であ

ると考えられます。災害時での業務継続性

を考えたとき、データセンターは地震や災

害、火災など、さまざまなリスクを想定し

て建てられており、また、停電に備えて大

型のＵＰＳ（無停電電源装置）ですとか、

自家発電装置を備えております。そういっ

たことから、自庁内のサーバー室で運用す

るよりも、安全にシステムを運用すること

が可能であると考えられます。市民の情報

を守るため、今回、クラウド化を選択し、

予算計上させていただいているものでご

ざいます。 

○渡辺慎吾委員長 井上課長。 

○井上道路管理課長 それでは、街路灯修

繕事業の中で安威川沿いの道路の照明計

画についてでございますが、来年度、予定

しております１７０基につきましては、市

内の幹線、準幹線を主といたしました主要

道路の水銀灯１７０基の更新を考えてお

ります。恐らく今おっしゃいました歩行者

道についております照明につきましては

蛍光灯のタイプになると思いますが、先ほ

ど松本委員に答弁させていただいた中に

もございましたように、蛍光灯につきまし

ても１９０基ございます。これらにつきま

しては、道路維持事業の中の修繕料でもっ

て更新時期を迎えるに当たって蛍光灯を

ＬＥＤ灯にかえていっているところもご

ざいます。今、ご指摘いただきました場所

につきましては、また状況を見ながら、必

要に応じてこの修繕料でもって対応して

いきたいと思います。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 西川部参事。 

○西川建設部参事 生産緑地のご質問に

ついてお答えさせていただきます。 

 委員のお話にもございましたように、去

る１２月議会におきまして、面積要件３０

０平米に緩和する条例制定を行っており

ます。現在、特定生産緑地制度や生産緑地

の追加指定、それから、面積緩和について

の説明会を農業委員会と連携して、広報誌

やホームページで周知を図り、４回予定し

ておりまして、既に、２月２１日の説明会

では４２名の方。また、３月４日の説明会

では、ＪＡで実施いたしましたが４１名の

方、その後、本日の夕方と３月２４日、Ｊ

Ａと新鳥飼公民館で説明会を予定してお

ります。 

 また、別途生産緑地の所有者の方々には、

法改正の内容について郵送にて説明文を

送付する予定にしておりまして、追加指定

や特定生産緑地の申請受付は４月から行

う予定でございます。 

 以上です。 
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○渡辺慎吾委員長 竹下課長 

○竹下水みどり課長 南野委員の誕生記

念植樹祭、そこの参加人数と来年度の取り

組みについてご答弁申し上げます。 

 誕生記念植樹祭につきましては、毎年、

春季の４月と秋季の１０月にお子さんの

誕生をお祝いしており、現在、明和池公園

内に桜を１本参加者と協働で植樹してお

ります。お子さんの成長と樹木の生育と合

わせることで参加市民の緑化意識の向上

を目的として開催しております。 

 また、誕生記念植樹祭に参加できない方

やご自宅に記念植樹の希望をされる方に

は、樹木の苗木を提供しており、３種類の

樹木の中から１本選んでいただくという

ことになっております。誕生記念植樹祭の

これまでの参加人数、過去５年間の参加人

数についてなんですけれども、大体毎年６

０人近くで推移しております。平成２９年

度の摂津市の新生児が７７１人。これと比

較しますと少なくは思いますが、配布樹木

を希望されている方が大体１００人で推

移しておりますので、これを合わせますと

２割程度の方々に参加していただいてい

るというふうな形になっております。ただ、

これでもまだ少ないのかなと考えておる

んです。そんな中でまた、誕生記念植樹祭

のＰＲについては、皆さんご存じかもわか

りませんが、出生届の提出の際に、申込書

の受け付けをしましたり、また、ホームペ

ージのほうにも掲載いたしております。 

 今後、さらなるＰＲが必要とは考えては

おりますけれども、小さいお子さんを連れ

ての誕生記念植樹祭の参加というのは非

常に難しい方も必ずおられますので、逆に

その配付の記念樹につきましても、マンシ

ョンのベランダでも容易に育てやすい樹

種への変更やまた、樹種の種類の拡充であ

ったりなどの検討もあわせてしてまいり

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 それでは、５番目の

質問、消防団活動マニュアルについての質

問にお答えいたします。松本委員の答弁と

少し重なる部分がございますけれども、よ

ろしくお願いいたします。 

 昨年の大阪北部地震や台風２１号、２４

号での強風、豪雨等、自然災害におきまし

て、消防団員の皆様方には地域の巡回、危

険箇所の除去、ブルーシートでの補修など、

さまざまな状況に応じた活動を展開して

いただきました。これらの災害の経験を踏

まえ、活動内容の検証を行い、課題の抽出

を行ってまいりました。その課題を解決す

るため、マニュアルの作成に取り組んでま

いりました。内容につきましては。火災対

応はもちろんでございますけれども、それ

に加え、地震、台風、水災対応においても

記載されております。どの災害においても

最優先でお願いしたいことは、自分の命と

家族の命を守ることがまず重要でござい

ます。特に地震災害では、安全が確保され

た後は必要に応じて近隣住民の避難支援

を行うことや救助を必要とする場面に遭

遇した場合、地震により火災が発生した場

合においても、人命救助を最優先で行動し、

それと並行して消火活動に当たるなどの

内容になっております。 

 このマニュアルでは団員の命を守り、そ

して、救助活動の重要性についても記載さ

れております。そのほか、参集基準、出動

途上及び現場活動時の安全管理、参集後の

部隊編成、活動の手順などの内容が盛り込

まれています。災害は必ずしも予測された

ような展開をするものではございません
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ので、今後におきましても、随時状況に応

じた見直しを行い、実効性を高めてまいり

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 では、南野委員の情

報伝達関係のご質問にお答えいたします。 

 災害時、情報伝達には大きく二つござい

ます。まず１つ目は、音です。音声による

情報伝達。これはすなわち広報車でありま

したり、防災行政無線の放送であったりこ

の辺でございます。これは短い言葉でしか

使えません。長い文章はなかなか伝えられ

ませんので、「今すぐ逃げてください」で

ありましたり、緊急切迫のときに音でお伝

えする短い言葉で伝えるということが主

になってまいります。 

 あともう一つは、文字で伝えるというこ

とです。これはすなわちホームページであ

りましたり、広報板でありましたりという

ことです。これは文字ですので、長い文章

を伝えることができます。例えば、ブルー

シートの配布はどこどこで何時から何枚

用意していますでありましたり、罹災証明

の申請にはこういう書類をご持参くださ

いでありましたり、文字で伝えるのが適し

た媒体でございます。 

 委員がおっしゃいますように、教育委員

会がやっておりますメール配信サービス。

安全安心メールサービス。このシステムを

使いまして、４月から我々のほうで防災関

係の情報伝達のメールサービスを今検討

して具体的に進めておるところでござい

ます。これは教育委員会がやっておるもの

ですので、その領域を幾つか借りまして、

我々としては費用なしで運用していく予

定でございます。具体的には自治会の役員、

新しく４月に改選等が終わられた後に、自

治会役員のご希望の方にメールアドレス

を教えていただきまして、自治会の方にお

知らせするような内容をメール配信させ

ていただくというサービスでございます。

具体的には文字でございますので、何かあ

ったときの罹災証明の手続であったり、例

えば、給水車はどこに出ていますよであっ

たり、そういう情報が中心になってくるか

なと考えております。 

 また、状況を見きわめる中で自治会の役

員以外の方にも随時広げていけたらとい

うのを将来的には検討できるかなと考え

ております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 南野委員。 

○南野直司委員 それでは、１点目の情報

化推進事業の中でサーバーのクラウド化

ということで、災害等に備えた情報管理の

中身について今ご答弁をいただきました。

さまざまな災害リスクに対応するため、デ

ータセンターで預かっていただくんだと

いうご答弁をいただいたわけであります。

どうか市民の皆様の大切な情報も入って

いると思いますので、個人情報保護という

観点からもしっかりと運営のほうをよろ

しくお願いしたいと思います。摂津市は川

がたくさんあって、集中豪雨等々も起こる

可能性もありますので、そういう対応をし

っかりしていただいたのは高く評価する

ところでありますので、データの管理のほ

うだけよろしくお願いしたいと思います。

要望としておきます。 

 それから、街路灯修繕事業につきまして、

道路管理課が管理しておられます蛍光灯

の防犯灯関係です。道路維持事業の中で随

時交換していただくということでありま

すので、どうかよろしくお願いしたいと思

います。あとはやはり、僕は環境政策課
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等々と連携して、地球温暖化といいますか。

環境に配慮したこれも取り組みの一つだ

なと思いますので、こんなことをやってい

ますよということを道路管理課のホーム

ページにあげていただいて、地球に優しい

取り組みなので、どんどん胸張ってそうい

うことも推進していただいたらいいのか

なと思います。これは要望としておきます

ので、よろしくお願いします。 

 それから、３点目の生産緑地の追加指定

で四十何名ですね。多くの方が参加されて

いるということなので、追加指定するのに

もハードルがいろいろあると思いますけ

れども、きょうも催されますけれども、丁

寧な対応をとっていただいて、また、農業

委員会の皆さんと連携を取りながら、多く

の方、全ての方が知っていただくような周

知の徹底をしていただきますよう。要望と

しておきますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

 それから、誕生記念植樹祭の取り組みに

ついて、いろいろ中身をご答弁いただきま

した。今は明和池公園でやっておりまして、

近くには自動車をとめるところもありま

すし、運営がうまいこといっていると思い

ますけれども、これがいっぱいになってき

て、次にいった課題等もあると思うんです

けれども、私は他市にない、これはすばら

しい取り組みなのかなと思いますので、平

成３１年度市政運営の基本方針の中にも、

子どもを重点テーマにおいて予算編成を

組まれていますけれども、このような取り

組みをしっかりと今後にまたつなげてい

ただきたいなと思います。より多くの方が

参加できるように、いつも工夫をやってい

ただいていますけれども、さらに多くの方

が参加できるように、どうかよろしくお願

いしまして要望としておきます。 

 その次に、消防団活動事業の中で消防団

の非常時活動マニュアルの人命救助等々

についてご答弁をいただいたわけであり

ます。去年、私、消防団の皆さんと一緒に

地域を回らせていただきました。火災予防

という観点から、火災報知機をつけていま

すかとか、アンケートをもって回らせてい

ただきました。その中で一軒、一軒、回っ

ていきますと、やはり活動服を着ておりま

すと皆さん外へ出て来ていただいて、アン

ケートにお答えいただくんですけれども、

このお家はこういう方が住んでおられる。

また、このお家はこういう方が住んでおら

れるということで非常にああいった取り

組みは災害のときにも役に立つのかなと

思いますので、しっかりとご検討いただい

て、引き続きあのような取り組みをそれぞ

れのモデルケースでされたと思うんです

けれども、それぞれの地域でできるように、

また勧めていただきたいなと思います。よ

ろしくお願いします。これも要望としてお

きます。 

 それから、最後です。市民の皆様に情報

を伝達するには音声、文字での伝え方があ

るということでありました。どうか、新た

な自治会体制になってから、自治会の皆さ

んにご登録いただいていかれるというこ

となので、しっかりと多くの市民の方が登

録いただいて、いざというときに利用でき

るようにシステムの構築をお願いして質

問を終わります。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 南野委員の質問が終

わりました。 

 本日の委員会は、この程度にとどめて散

会します。 

（午後４時１０分 散会） 
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 委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。 

 

 

 

 総務建設常任委員長 渡辺 慎吾 

 

 

 総務建設常任委員  松本 暁彦 


